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第1章　 緒 言 及 ビ文 獻

最 初Bordet1)　 und Tchistwitch2)ノ 兩 旨ニヨ リ血清 ハ絶 對 的 種 屬特 異 性 ヲ有 スル モノ ト

セラレテ血 清抗 血清 ハ注射 血 清 又 ハ其 動 物 蛋 白 トノ ミ作用 スルモノ ト唱 ヘラ レタ リ,其 當時

Uhlenhuth3), Wassermann4)及 ピSchutze5)等 モ 血清 ノ絶對種 屬特 異性保 有ヲ論 ジ,沈 降反應

ニヨ リテ各種 ノ蛋 白體 ヲ識別 スル事可能 ナ リト提唱 セ リ.其 後Uhlenhuth3), Nutall6), Man

teufel und Beger7), Neumark8), Strube9), Kister and Wolf10), Kratter11)等 ニ ヨ リテ血清 ハ

絶對種 屬特 異性 ヲ有 スル モ ノニアラズ,今 或種 動物血清 テ以 テ家 兎 ヲ免疫 スル時 ハ其動物 ハ勿

論,之 ト近縁 ナル動物 ノ血清 ニモ作用 スル コ トガ提 唱 セラ レ,或 ハ近親反應 ト言 ヒ,或 ハ類 屬反

應 ト唱 ヘテ尚ホ血清 ノ絶對種 屬特 異性 存在 ヲ主張 シタル モ,其 後Strube, Kister und Wolf,

 Kratterハ 近縁 ニアラザル動物 ノ血 清 モ亦弱度乍 ラ作用 スル事 ヲ發 表セル事實 ハ遠 ク既 ニ知 ラ

レタル所 ナ リ.斯 ノ如 キ非特 異性 反應 ガ存在 シ而モ之 ガ強度 ニ達 スル時 ハ,學 問 上 ハ勿論 ,實 際

問題 ノ上ニモ蛋 白體 ノ鑑 別等 ニ際 シテ重大 ナル意義 ヲ有 シ,カ カル発疫血清 ハ使用 スル事能 ハ

ザル ニ至 ル.斯 ノ如 キ實際問題 ニ於 ケル意 義以外 ニ,此 非特 異性反應 ノ現象 ハ又學 問 上ノ見地

ヨリスル モ極 メテ興味 アル問題 ニ シテ,既 ニ多 クノ學 者 ガ,其成因 ニ關 シ,或 ハ又副 沈降素 ノ性状

ニ就 キ,更 ニ主沈降素 ト類 屬沈降素 トノ差別 ニ向 テ種 々探究 セル事實モ既 ニ著 明 ノ事 ニ屬 ス.
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先學 ル業績ヲ囘顧スルニ特殊免疫血清ヲ如何ニシテ特異的ニスペキカ,即 チ共免疫血清 ノ示ス類屬反應

ヲ如何 ニセバ極小ニシ得ルヤノ問題ニ關 シ種々眞摯ナル研究ヲトゲ既ニ公表セル所ニシテ,夫 等研究 ノ方

法ニ就キテハ各々特長アリト雖モ今之ヲ總括シテ大別スル時ハ次 ノ2ト ナス事 ヲ得.

1)カ カル非特異性物質ノ産生セラルルヲ防ガントスル法是ナ リ.

2)既 ニ得タル免疫血清中ヨリ何等カノ方法ニ依 リテ非特異性抗體ヲ除カントスル法是ナリ.

即 チ前者ハ抗原ニ特殊操作ヲ施シテ某性質ヲ變化セシメ,或 ハ又免疫 ノ方法ニ種々ナル改良 ヲ加ヘ,更 ニ

又被免疫動物 ノ選定,免 疫ノ時期的關係,免 疫動物飼養方法等ニ向テ種々考慮ヲ拂ヒ,カ クシテ類屬沈降素

ノ現出ヲ抑制セ ント努メタルモノナ リ. Manteufel und Beger7)ハ 血清 ル貯藏 ニヨリ,或 ハ種々防腐劑 ノ混

加ニヨリテ抗原 ノ性質ヲ變化セシメ,依 テ得 タル免疫血清ハ異種蛋白トハ沈澱ヲ生ゼズ ト報 ジ, Obermeper

 und Pick12)ハ 煮沸蛋白ニテ處置 シタル免疫血清ヲ以テ蛋白ノ鑑別 ヲ企テテ以來, Fornet and Mullerta), A.

 Sohmidtl4)等 ノ加熱ニ依ル諸種實驗相踵イデ出デ, 1919年 藤 原15)氏ハ沈降反應ニヨリ人血清 ト猿血清 トノ

鑑別ヲ企テ生蛋白免疫血清ガ兩者ヲ區別シ得ザルニ反シ煮沸蛋白ヲ以テ處置 シタル免疫血清ガ克 ク兩者ヲ

鑑別 シ得ル事ヲ報告シ,最近Mnnteufelハ 煮沸凝固セル蛋白ヲ以テ免疫血清ヲ作 リ哺乳動物相互間ニ於ケル

鑑別ヲ企テ,尚 ホRosenbergハ 煮 沸蛋白ヲ以テ處置 シタル免疫血清 ニヨリ肉類鑑別ヲ企テタリ.以上ノ諸實

驗ハ免疫學上多大 ノ貢獻ヲナシタル事ハ疑ナキモ決シテ之ヲ以テ成功 ノ域 ニ達 シダリトハ言 フ能ハズ,即

チ以上ノ諸實驗 ヲ以テ シテモ所謂非特異性反應物質ナルモノヲ完全ニ且規則正シク除去 スル事ヲ得 ザルナ

リ.例 ヘバ藤原氏 ノ業績ヲ追試セルB1umenthal16), G. Meissner17)ノ 實驗結果 ニ依 レパ假令藤原氏ノ法 ヲ

以テスルモ尚ホ非特異性反應表ハレ81.5%ニ 於 テ ルミ特異的ナル抗血清ヲ得 タリト.次 ニ副沈降素産生

ノ原因ヲ免疫方法ニ置キタルモルニハManteufel and Beger7)ア リ.氏 等ハ長期 ニ亙ル免疫ニ於テハ高價

ナル免疫血清ヲ得ル事稀ナラザルモ免疫期間ノ増加 ト共ニ免疫血清 ノ特異性ハ減退スルモノナ リトシ, G.

 Meissner17), Gaehtgen18)ハ 反 之注射同數ノ如何ハ何等本間題ニ影響ナシト言ヘリ.以 上ノ外,或 ハ免疫動

物 ノ年齢,性 別.榮 養ニ關係アリトシ.或 ハ又免疫 ノ時期ニ依 リテ左右セラルルガ如 ク論 ジ(G. Meissner,

 Manteufel, Beger),更 ニ 幼弱家兎ハ成熱家兎ニ比シテ非特 異性物質 ノ産 生多キガ如ク報ゼラレタリ,

 Uhlenhuth20)ハ 交叉免疫法ヲ案出 シ類屬反應ヲ呈スル血清 ノ鑑識ニ資セリ.即 チ家兎血清ヲ反覆注射シタ

ル野兎血清ハ唯家兎血清ニノミ反應シ野兎血清ニハ反應ヲ呈セズ.反 對ニ野兎血清ヲ以テ所置シタル家兎

血清ハ野兎血清ニノミ反應シ家兎血清ニハ作用セズト.然 レ共 近親動物ヲ免疫 シテ得ラルル沈降價ハ甚ダ

低キヲ常 トスルガ故ニ本法 ノ價値モ亦限局的ナルヲ惜マザルヲ得ズ.

次 ニ後者ニ屬 スルモ,ニ ハ試驗管内吸收法竝 ニ生體内吸收法等ア リ.即 チ試驗管内ニ於テ免疫血清ニ吸

收原ヲ混加シ之ニ相當スル抗體ヲ吸收セシメ副沈降素ヲ除去セント企テ タルモノニシテM. Ascoli19)ニ ヨ

リテ最初企テラレタル法ナ リ. 1902年Kistor and Weichardt21)ハ 人 血家兎免疫血清ニ1/10量 ノ猿血清ヲ

加へ生ジタを沈澱ヲ遠心或ハ陶土濾過ニ依テ除外シ,更 ニ又1/10壁 ノ猿血清ヲ加 へ,カ クシテ1兩 囘繰返

シタル後,得 タル免疫血清ハ猿血清ニ對スル類屬沈降素ハ除カレ猿 ト人類血液 ノ鑑別 ニ役立ツ程度ニ特異

化 シ得ルモノナリト報ゼ リ.又Hektoen und Schulhof22)ハ 同 吸收法ヲ應用シ抗牛「ヘモグロビン」血清ヨ リ

人竝ニ山羊「ヘモグロビン」ニ反應スル沈降素ヲ除キ牛「ヘモグロビン」ニ對スル沈降素 ノミヲ得ル事 ニ成功

セリ.其 後Friedberger, Collier, Jarre, Meiasnerモ 亦同實驗ヲ追試 シ類屬沈降素ヲ吸收セシメ主沈降素ノ
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絶 對 特 異性 ヲ求 メ 列, Friedberger und Collier23), Friedberger und Jnrre24), Friedberger and Meiesner25)

ハ 血球 液 又 ハ 煮 沸 凝 固 セ ン メ タル 血清 蛋 白 ヲ用 ヒテ 副 沈 降 素 ヲ飽 和 吸 収 セ シ メ以 テ 特 異性 沈 降 素 ヲ作 レ リ.

氏 等,實 験 ニ ヨ レ バ 同 種 血球 液 又ハ 血清 ヲ以 テ ス ル時 ハ 總テ ノ 沈 降 素 ノ消 失 ヲ來 ス モ100℃ ニ加 熱 セ ル同

種 血 球 ヲ以 テ 吸 收 試 驗 ヲ試 ム ル時 ハ副 沈降 素 ノ ミ消 失 注 沈 降 素 ハ 毫 モ冐 サ レズ,異 種 動 物 血 清 又 ハ 血球

ヲ以テスル時ハ單ニ副沈降素ノミノ消失 ヲ招來ス ト言ヘ リ.然 レ共Mantenfel und Beger7)氏 等 ハ血球或ハ

乾燥セル血清ヲ用ヒテ沈降素ノ吸收ヲ企テタルモ途ニ成功セザ リキ. Purth26)モ 亦飽和吸收法ニヨリテ山羊

及ビ緬羊血清 ノ鑑別ヲ試 ミタル所ナルモ好結果ヲ得ル能ハザ リキ.

飜 テ生體内飽和吸收法ヲ見ルニLinossier et Lemoine等 ガ免疫血清内ニ於テ沈降素 ト沈降原トガ同時ニ

存在スル事實ヲ發見ンテ以來ガ本體 ヲ究明セント欲 シテ企テラレタル業績多ク,就 中v. Dungem27)ハ 眞摯

ナル研究ヲ重ネLinossier et Lemoineノ 現 象ノ本體ヲ説明セ ントセ リ.即 チ氏ハOctopusplasmaヲ 以テ免

疫シテ得 タル免疫血清ハ同種屬ナルEledoneplasmaニ 對 シテモ亦反應 スル事ヲ認 メ.兩 血清間ニ通有スル

沈降素ヲバ飽和吸收法ニ依 リテ除去シ絶對特異性沈降素ヲ調製 シ,尚 ホ又OctopusplasmaトMajaplasma

ノ兩者ヲ以テ同時ニ家兎ヲ免疫シ高價ナル沈降素ヲ得テ.更 ニOctopusplasmaヲ 注射セルニMajaplasma

ニ對 スル沈降素ノミ殘存スルヲ認 メ,再 度Octopusplnsmaヲ 注入シタルニ此際ハMajaplasmaニ 對 スル沈

降素ト同時ニOctopusplasmaノ 存 在スルヲ認メタリ.茲ニ於テ氏ハ,コ ノ現象ヲ抗原及ビ抗體 ノ多種説ヲ説

明シ,即 チ親和性アル抗原 ト抗體 トハ生體内ニ於テ共存 シ得ルモノニアラズ ト極言セ リ.最 近小口23)氏ヲ始

メ西尾29),齋藤30)氏等ハ本現象ニ關スル周到ナル檢索ヲ行 ヒテv. Dungernノ 説 ニ賛意ヲ表 シ,又 操31)氏ハ

v. Dungernノ 行 ヘル實驗 ト全ク同一操作ニヨリ山羊血清ヲ以テ免疫セル家兎ニ牛血清ヲ注入シテ牛血清ニ

對スル副沈降素ヲ消失センメ.小 口及ビ濱野32)氏等 ハ血清蛋白「フラクチオン」ル免疫學的特異性ヲパ闡明

セントシテ本操作ヲ應用シ全血清ヲ以テ免疫セル家兎ニ精製セル血清「フラクチオン」ヲ注入スル時ハ之ニ

該當スル沈降素 ノミヲ消失センメ得 ル事ヲ實驗 シ,須賀33)氏ハ犬及ビ猫血清竝ニ卵黄,卵 白,鶏 血清及ビ家

鴨血清ノ間ニ認 メラルル主副沈降反應ノ分析的研究ヲ行ヒ,次 デ卵白,卵 黄及ビ鶏血清等ニ特異的 ニ反應ス

ル沈降素ヲ用ヒテ鶏卵 ノ孵化ニ伴ヒ卵白,卵 黄及ビ鶏血清ニ特有ナル抗原ノ消長スル状況ヲ鮮明ニセ リ.小

口,徳 永34)氏ハ臓器ノ免疫學的特異性ヲ確證セントン,胎 盤ヲ用ヒテ實驗ヲ行ヒ絶對特異性胎盤沈降素ノ調

製ヲ企テ,市 原35)氏モ亦生體内吸收ニ就キテ實驗ヲ行ヒ,生 體内ニ於ケル血清沈降素ハ常ニ當該沈降原ニ依

リテ吸收セラレ減少又ハ消失スルモノニンテ,又1血 清注射ニ依 リテ發生セル主副兩沈降素ノ中,異 種血清

注射ニヨリテ吸收セラルルハ唯當該血清ニ反應スル副沈降素 ノミニシテ他 ノ主副沈降素價ハ變化セズト言

ヘリ.之等 ノ他Konstantin Nischegorodzeff36),今 井37),奥 田38).西澤39)氏等 ヲ始 メ幾多諸氏 ノ詳細ナル實驗

報告アリテ,或 ハ之ニ賛意ヲ表シ或ハ之ヲ否定 シ數 へ來レバ實 ニ多數 ニシテ枚學ニ遑アラズ.

叙上幾多ノ實驗業績ヲ通覽スルニ甲論乙駁其歸一スル所ヲ知ラザル有様ニシテ 今其因テ來ル所以ヲ探求

スルニ極メテ興味アル事實 ヲ發見スル事ヲ得.即 チ本問題ニ關スル多數 ノ業績ハ主 トシテ從來 ノUhlenhuth

氏原法輪環法ニ依 リテ成績ノ判定ヲ行ヒ,而 モ同法ガ沈降素ノ量的關係ヲ表示スルモノニアラズシテ實 ニ

反應シ得 ル沈降原價ヲ表示スルモノナル事ニ毫モ意ヲ用ビザ リシガ故ニ,斯 ノ如キ結果 ニ到達セルモノナ

ラン.然 ルニ最近吾緒方40)教授 ノ稀釋沈降反應出ヅルニ及 ビ在來 ノ法ヲ以テシテハ類屬反應強 クシテ主副

兩反應ノ鑑別困難ナリトセラレタル諸種血清反應モ,上 述諸家 ノ實驗ニ見ルガ如キ煩ハシキ操作ヲ要スル
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事ナク,沈 降素血清中ノ主副抗原ニ對スル沈降素量ヲ容易
ニ測定 シ,沈降素量ノ多少ニヨ リテ反應度ヲ算定

シテ以テ兩者ノ差異ヲ明確ニスルヲ得ルニ至レル著明ナル事實
ハ 最 早 周 知 ノ事 ニ屬 ス. 同 法 ニ ヨ リテ 行 ハ

レタル實驗特ニ其種屬特異性ヲヲ論 ジタル モ ノニ吾 教 量 ノ須之内41)氏 ニヨル血清 ノ類屬反應ニ關スル實驗

ア リ.其 他 牧 野42),後 藤43),大 城44),淺 羽45),城46), 佐 伯47)ニ ヨ リテ水 晶 體,硝 子 體,葡 萄 膜,精 絲,睾 丸,

血 清 「フ ラ ク チ オ ン」. 繊維素原,胎 盤等 ノ諸種臟器ニ就キテ ノ興味深キ研究モ亦既ニ發表セラレタル所ナ

リ.

余ハ茲ニ於テ今日モ尚ホ兎疫血清 ノ特異性 ニ就 キ殊 ニ臟器特異性ノ研究 ニ向 テ應 用 セラ レ,

且重要 ナル問題 トシテ取扱 ハルル所 ノ抗體 ノ吸收 ニ就 キ, 稀釋法ニヨル眞 ノ沈降素價 ノ測定ニ

基 キラ考究 セ ント企 テ, 特 ニ兎疫血清 ノ示 ス類屬反應ヲ低下シ主沈降素ノ特異性 ヲ増強セント

シテ從來行ハレ來 レル所謂類屬沈降素 ノ吸收ニ就キテ實驗 シ甚ダ興味アル成績ニ到達 セルヲ以

テ,茲 ニ之 ヲ録 シ大方 ノ批判 ヲ希 ハ ン ト欲 ス.

第2章　 實驗材料及ビ實驗方法

第1節　 免 疫

試 驗 動 物 ハ 專 ラ家 兎 ヲ用 ヒ,體 電ハ2.000-2.500gノ モ ノ ヲ選 ベ リ.

免疫原 トンテハ新鮮ナル牛血清ヲ使用シ, 免疫ニ際シテハ10倍 ノ生理的食鹽水溶液5cc宛 ヲ靜脉内ニ注

射 セ リ.注 射 ハ3日 ノ間 隔 ヲ置 キ テ3囘 以 上行 ヒ, 随時採血シテ其效價ヲ檢 シ試驗ノ目的ニ適スト認メタル

際,最 後 ノ注射ヨリ約2週 ノ後或ハ全採血ヲ行 ヒ,或 ハ同家兎ヲ實驗ニ供 シ,採 血セル血液ハ血清ヲ分離 シ

氷 室 ニ貯 へ.常 ニ清 澄 ナ ル モ ノ ヲ使 用 セ リ.

第2節　 沈 降 反 應

沈降原 トンテハ牛及 ビ山羊血清ヲ使用 シタリ.

沈 降素 卜共存セル沈降原ノ證明ニハ必ズ或一定 ノ家兎ヨリ一定時ニ採取セル沈降素 ヲ含ム血清ヲ以テ檢

査セリ.即 チ余ノ場合ハU.氏 原法效價山羊血清ニ對 シ1:10.000乃 至1:100.000ヲ 示 スモノニシテ殆 ド沈

降原ノ殘留ヲ證明シ得ザル山羊血清,免 疫家兎血清ヲ以テシ,反 應陽性ナル沈降原含有家兎血清ノ最高稀釋

度 ヲ以テ沈降原價ヲ表示セリ.

沈降反應ニハ次 ノニ重層輪環法ヲ用 ヒ, 反 應 ハ室 温 ニ テ15分, 30分,  1時 間, 2時 間 ノ觀察ヲ以テ シ重層

後15分 陽 性 ハ〓, 30分 陽 性 ハ 〓,  1時 間陽性ハ〓, 2時 間陽性ハ+, 反應 ノ陽性陰性明瞭ナラザルモノハ

士 ヲ 以テ 表 示 セ リ.

a) Uhlenhuth氏 原 法 重 層 輪 環 法

從來行ハレタル方法ニシテ生理的食鹽水ヲ以テ遞減的ニ稀釋セル抗原ヲ免疫血清ニ重層シ,白 色輪 ヲ生

ズル最高稀釋度 ヲ以テ沈降價 ト定ム. 以後本法ヲU.氏 原法 ト略記 ス.

b)緒 方氏稀釋沈降反應法

沈降素血清ヲ1%「 アラビアゴム」生理的食鹽水溶液(又ハ10%海 〓血清食鹽水溶液) ヲ以テ階段的ニ稀
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釋 ン,之 ニ各種濃度 ノ抗原ヲ重層シ輪環法ヲ以テ檢スル時ハ或特定濃度 ノ抗原溶液 ノミガ最モ良 ク高度稀

釋ノ免疫血清 ト反應ス.此 場合其特定濃度 ノ抗原ヲ稱シテ結合帶 卜言 ヒ,此結合帶ト反應シ得 タル免疫血清

ノ最高稀釋度ヲ稱ンテ稀釋沈降價 ト言 フ.而 シテ此結合帶 ハ同一免疫血清ナル時バ一定不變 ニシテ稀釋沈

降價ハ其沈降素血清中ノ沈降素壁ヲ表示スルモノナリ.本實驗ニ於テハ免疫血清稀釋 ニ際 ン總テ1-2%「 ア

ラピアゴム」生理的食鹽水溶液ヲ使用セリ.

第3節　 吸 收 試 驗

抗牛血清家兎菟疫血清中ニ含有セラルル山羊血清 ニ反應スル所謂類屬沈降素 ノ吸収ヲ行ハンガ爲メニ次

ノ2吸 收試驗ヲ試 ミタリ.

第1項　 試驗管内吸收試驗

吸收原ニハ生血清竝ニ血清粉末ヲ使用セ リ.先 ヅ遠心試驗管ニ所要免疫血清ヲ トリ,之 ニ吸収原 ヲ混加ン

硝子棒ヲ以テ攪拌混和セシメタル後37℃ 孵卵器中ニ置キ時 々振盪 シテ1時 間 ノ後之ヲ氷室内ニ放置ス.翌

日之ヲ強 ク遠心器ニカケ靜ニ上清ヲ採 リテ實驗ニ供セ リ.

第2項　 生體 内吸收試 驗

牛血清免疫家兎ニ就キ,先 ヅ約3ccノ 採血ヲ行ヒテ其沈降素價竝ニ抗原ノ存否ヲ檢シタル後,山 羊血清 ノ

10倍 食鹽水溶液1ccヲ 靜脉内ニ注入 シテ感作シ15分 ヲ經テ再注射ヲ施 シタリ,再 注射後耳靜脉 ヨリ時間

的ニ採血ヲ行ヒ同血清ニ就キテ反應ヲ檢セリ.

尚 ホ必要 ト認 メタル對照ハ常ニ之ヲ行ヒタリ.

第3章　 實 驗

第1節　 試 驗 管 内 吸收 法 ヲ以 テ スル實 驗

第1項　 吸收後 ニ於 ケル主副兩沈降素 ノ關係

1實 驗ニ向テハ常ニ同一免疫家兎ヨリ同時ニ得 タル免疫血清ニ就キテ實驗ヲ行ヒ
,成績 ノ考察ヲ容易ナラ

シメ且比較觀察ヲ明瞭ナラシメンガ爲メニ可及的同一條件 ノ下ニ試驗ヲ行 ヒタリ.

實 驗1

8本 ノ遠心試驗管ヲ.トリ其各々ニ牛血清ニ對ンU.氏 原法效價1:25 .000,結合帶1:500,稀 釋 沈降價1:600,

山羊血清ニ對 シU.氏 原法效價1:25.000,結 合帯1:250,稀 釋 沈降價1:300ヲ 示 ス抗牛血清家兎免疫血清

0.9ccヅ ツヲ入 レ,之 ニ1倍, 5倍, 10倍, 25倍, 50倍, 100倍, 250倍 稀釋ノ山羊血清食鹽水溶液0 .1ccヲ 混

ジ,尚 ホ對照 トンテ食鹽 ノミ0.1ccヲ 加 ヘタルモノヲ作 リ,吸 収操作ヲ施シタル後
,生 ジタル沈澱ヲ去 リ,上

清ニ就キテ沈降反應ヲ行ヒ次表ニ示スガ如キ成績ヲ得タリ,
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第1表　 (抗 牛血清0.9cc+吸 收 原(山 羊 血清)0.1cc)

上表 ノ成績ヲ曲線ヲ以テ示セパ次 ノ如シ.

第1圖　 (抗 牛血清0.9cc+吸 收 原(山 羊血清)0.1cc)

第1表 竝ニ第1圖 ニ依 リテ容易ニ認 メ

得 ラルルガ如 クU.氏 原法ニヨル成績ヲ

見ルニ,牛 血清ニ對ン對照 トシテ置キタ

キ食鹽水ノミヲ混加セル血清ニ於テハ食

鹽水ノ稀釋ニヨリテ寧口效價ノ上昇ヲ來

シ(1:50000), 250倍 山羊血清ヲ混加セ

ルモノニ於テモ同效價ニ表ハレ,更 ニ吸

收原ノ濃度増スモ最早變化 ヲ認メズ.

次 ニ山羊血清ヲ作用セシメテ得 タル效

價ニ就キテ見ルニ對照 トシテノ食鹽水ノ

ミ加ヘタルモノニ於テハ牛血清 ノ場合ノ

如 ク共效價ハ上昇シテ1:50000ヲ 示 シ,

 250倍 山羊血清ヲ混加セルモノニ於テ再

ビ吸收前ノ效價ニ下 リ,吸 收原濃度ノ増

加 ト共 ニ急激ニ低降スルヲ認 メ其減弱ノ

度ハ吸收原濃度ノ増加 ノ割合ト殆 ド一致

セリ.即 チ吸收原タル山羊血清 ヲ倍量加

ヘタル場合ニハ山羊血清ゴ對スルU.氏 原

法效價ハ約半減スルヲ認ム.

今稀釋沈降法 ニヨル成績 ヲ觀察スルニ
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牛 血清ニ對ン對照竝 ニ250倍 吸收原ニ於テハ殆 ド效價 ノ低減ヲ證明シ得ズ. 100倍 以 上(50, 25, 10, 5倍)ノ

吸収原ヲ以テセルモノニ於テハ其效價1:400ニ 下降シ,何 等稀釋セザル山羊血清ヲ以テ吸收 ヲ行ヒタルモ

ノニ於テハ更ニ僅ナル效價 ノ減少ヲ來ン300倍 陽性ヲ示セリ.即 チ吸収原濃度ノ増加 ト共ニ牛血清ニ反懲

スル主沈降素ノ量モ漸次減少ヲ示 シ原免疫血清 ノ有スル效價 ノ1/2ニ達 セ リ.

次ニ山羊血清ニ對スル反應 ヲ見ルニ,吸 收原250倍 ノモノニ於テ既ニ效價稍々下降 シ原免疫血清 ノ有ス

ル效價 ノ約1/3量 ノ減少ヲ來ン,吸 收原100倍 三於テ約2/3ヲ 減 ジ,爾 後吸收原増量スルモ效價 ノ低減ナク,

稀釋セザル山羊血清ヲ以テスルニ至 リテ再 ビ下降 シ約1/6量 ヲ殘スノミトナレ リ.即 チ山羊血清ニ反應シ得

ル所謂副沈降素 ノ重ハ吸收原増加 ト共ニ次第ニ減少スルヲ認メ, U.氏 原法 ニヨル成績ニ於テ見 ン如ク,吸

收原濃度 ニ比例スルガ如キ事絶對ニナン.即 チ吸収原濃度假令倍加スルモ其減少量ハ決 ンテ之ニ伴ハズ,却

テ吸收原増加ニ從テ沈降素減少ノ割合ハ低下セ リ.

以上ノ成績ニ就キテ總括的觀察ヲ行フ時ハ實ニ興味アル事實ヲ發見スル事ヲ得.即 チU.氏 原 法ノミヲ以

テスル時ハ,山 羊血清ニ反應 シ得ル沈降素所謂類屬沈降素ノ吸収ヲ行フニ,牛血清ニ對スル主沈降素ハ殆 ド

影響セラルル事ナキガ如ク,反 之山羊血清ニ對スル副沈降素ハ急激ニ其效價減弱 シ,途 ニハ主副兩沈降價ノ

比ハ實ニ200:1ヲ 示 ン,原 免疫血清ガ主副共ニ1:25000ナ ル同效價ヲ示 ンタルニ鑑 ミル時ハ如何ニモ特異

的ナル沈降素ヲ得 タルカノ如ク推セラル.然 ルニ今稀釋沈降反應法ヲ以テスル眞 ノ沈降素價即チ沈降素量

ノ比較ニヨリテ之ヲ觀察スルニ主沈降素 ト雖モ漸次減少ヲ來ン副沈降素消失 ノ度ハ主沈降素ニ比 シ稍 々急

速ナルモU.氏 原法ヲ以テセル場合ノ如 ク決シテ急激ナラズ,吸 收原増加 ト共ニ漸次效價ノ減少ヲ示セ リ.

而 ンテ主副兩沈降素 ノ此最大ナルモノニ於テ6:1ヲ 示 スノミ.即 チU.氏 原法ニ於テ200:1ヲ 示 セル主副

ノ比ニ比較スレバ實ニ格段ノ差異ナ リ.

之ヲ吸收セラレタル沈降素 ノ量的方面ヨリ觀察スレバ更ニ明カニシテU.氏 原法ニ於テハ主沈降素ハ全 ク

結合セズ.之 ニ反シテ副沈降素ハ加ヘタル山羊血清ノ増量ニ從ヒ急激ニ恰モ全部結合セルガ如キ状態ヲ示

セリ.然 ルニ稀釋沈降反應ニテ其量的方面ヨリ吸收率ヲ見ル時ニハ山羊血清ニヨル吸收ナルヲ以テ 勿論副

沈降素ハ多量ニ吸收セラルルモ約80%ニ 過 ギズンテ牛血清ニ對スル主沈降素モ山羊血清 ノ増加ニ從ヒ結

合ニ付ク事次表竝ニ圖ニヨリテ明カナリ.

第2表　 (抗 牛血 清0.9cc+吸 收 原(山 羊 血清)0.1cc)吸 收 率

吸收率ハ吸収前沈降素量ヲ以テ吸收セラレタル沈降素量ヲ除ンタル商ニシテ之 ヲ%ヲ 以テ表示セ リ.

吸収原量ハ100倍 稀釋 ヲ單位 トンテ換算セ リ.
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第2圖　 吸 收 率 曲 線 圖 要スルニ類屬沈降素 ノ吸收 ヲ行ヒ主沈

降素ノ特異性ヲ高ムルニ當 リU.氏 原法

ヲ以テ成績ヲ判定スル時ハ如何ニモ特異

的ナル沈降素ヲ得 タルガ如 ク思考セラル

ルモ實ハ然ラズシテ上記實驗ニ於テハ僅

ニ其特異性ヲ増ンタルニ過ギズ.而 モ副

抗原ニヨリテ主抗體モ吸收セラルル事ハ

注意ヲ要スル問題ナリ.

實 驗2

前實驗 ト同様操作 ヲ行ヒ且同一免疫血

清ヲ使用シテ吸收試驗ヲ試 ミタリ,但 ン

本實驗ニ於テハ前實驗 ト異ナリ,免 疫血

清 ト吸收原 トヲ同量混和セリ.即 チ前者

ヨリ吸收原量ヲ遙ニ増加セルモノナリ.

吸收試驗後 ノ成績ハ,次 表ニ示スガ如

シ.

第3表　 (抗 牛血清1cc+吸 收原(山 羊血清)1cc)

上表ニ示シタル成績ヲ曲線 ヲ以テ表ハス時ハ下圖ノ如ン.
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第3圖　 (抗牛血清1cc+吸 收原(山 羊血清)1cc).

山羊血清ヲ以テ吸收ヲ行ヒテ得タル上清

ニ就キU.氏 原法ヲ以テ檢スルニ牛血清ニ

對シ對照 トンテ置キタル食鹽水ノミヲ混加

セルモ ノニ於テハ,其 效價原免疫血清 ノ示

ス效價ヨリ遙ニ上昇 シ(1:100.000), 500倍

山羊血清ヲ加ヘタルモノニ於テ再 ビ下降 シ

テ吸收前 ト同高價 ヲ示シ(1:25.000),吸 收

原濃度ヲ漸次増加シ5倍 稀釋山羊血清ヲ加

フルニ至 レルモノニ於テモ尚ホ25.000倍 陽

性 ニシテ,稀 釋セザル山羊血清混加 ニ於テ

始メテ1:10.000ニ 下降セ リ.次ニ山羊血清

ニ對スル反應ヲ見ルニ牛血清ニ於ケルガ如

ク對照ニ於テ其效價僅 ニ上昇 シ(1:50.000),

吸収 原250倍 ニ於テ一時ニ下降ヲ示 ン,吸

收原増加 ト共ニ其效價急激ニ減弱 シ途 ニハ

5倍 陽性ヲ示スノミトナ レリ.

今稀釋沈降反應法ニヨル成績ヲ以テ之ヲ

見 ルニ,對 照 トシテ食鹽水 ノ同量ヲ加ヘタ

ルモノニ於テハ,稀 釋洗降價ハ既ニ半減 シ

(1:300), 500倍 吸收原ニ於テハ何等變化ナク, 250倍 吸收原ニヨリテ僅ニ下降シ(1:250), 100倍 吸收原ニ

於テハ1:200ヲ 示 シ,吸 收原濃度ノ増加 ト共ニ漸次減少ンテ100倍 陽性ヲ示スニ至 レリ.

次ニ山羊血清 ニ對 スル反應ヲ見ルニ食鹽水ノ同量ヲ加フル時ハ效價既ニ半減 ン(1:150), 100倍 吸收原ニ

於テハ急速ニ下降シテ50倍 陽性ヲ示シ約1/6量ニ減少セ リ.更 ニ吸收原ヲ増加シ5倍 稀釋 ノモノニ至 リテ25

倍陽性,何 等稀釋ヲ行ハザル山羊血清ノ同量混加ニ於テハ10倍 陽性ヲ示セ リ.

以上 ノ成績ニ就キテ總括的觀祭ヲ行フニ前實驗ニ於テ得タルト殆 ド同様 ノ結果ヲ認ム.即 チU.氏 原法ニ

ヨル成績ヲ以テスレバ牛血清ニ反應 スル主沈降素ノ效價ハ副沈降素 ノ吸收ニヨリテ左程變化ヲ認 メザルニ

反ン.山羊血清ニ對スル反應ハ著明ナル減弱ヲ來シ,吸收原増加ノ割合 ト殆 ド同程度 ノ割合ヲ以テ下降セリ

而シテ主副兩沈降素ノ示ス效價ノ比ヲ見ルニ其最大ナルモノニ於テハ實ニ1000:1ヲ 示 シ,之 ノミヲ以テ見

レバ如何ニモ特異的ナル沈降素ヲ得 タルカノ如 ク思考セラル.然 ルニ今稀釋沈降反應法ヲ以テ其成績ヲ判

ズルニ牛血清ニ反應スル主沈降素 モ亦漸次減少ヲ來シ, U.氏 原法ニヨリテ殆 ド變化ナキ結果ニ比スレバ稍

趣ヲ異ニセリ.尚 ホ茲ニ於テ注目スベキハ對照 トシテ置キタル食鹽水混加免疫血清 ノ反應ナ リ,免疫血清 ニ

食鹽水ノ同量ヲ混ズル時ハ其沈降素量ノ半減スルハ明カナル事實ナ リ.ソ レニモ拘ラズU.氏 反應效價ガ逆

ニ上昇セルハ計數的測定ニ矛盾セル結果ヲ示スモノニンテ反之稀釋法ニヨル效價ヲ見ル時ハ明カニ其事實

ヲ物語 リ,牛 血清ニ對 ンテハ600倍 陽性ヨリ300倍 陽性 ニ,山羊血清ニ對 シテハ300倍 陽性ヨリ150借 陽 性
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ニ下降セルヲ認ム.此 事實 ヨリスルモ稀釋沈降反應法 ニヨル測定ガ眞 ノ沈降素價即チ沈降素量ヲ表示スル

モノナル事ハ容易ニ首肯シ得ベン.尚 ホ山羊血清ニ對スル反應 ヲ見ルニ決 ンテU.氏 原法ニ於ケルガ如ク急

激ナル效價ノ減少ヲ來スモノニアラズシテ,主 副兩反應 ノ比 ノ最大ナルモノニ於テモ10:1ヲ 示 スノミニテ,

 U.氏 原法ニ依ル成績(1000:1)ニ 比 スレバ格段 ノ差異ア リ.然 レドモ吸收前ノ主副 ノ比2:1ナ リシニ鑑 ミ

レバ尚ホ著明ナル特異性ヲ示セリ.

之 ヲ吸收セラレタル沈降素 ノ量的方面ヨリ觀察スレバ更ニ明カニシテU.氏 原法ニ於テハ主沈降素ハ殆 ド

結合セズ之ニ反シ副沈降素ハ吸收原ノ増量ニ從ヒ急激 ニ恰モ全ク吸收セラレタルガ如キ状 ヲ呈セ リ.然 ル

ニ稀釋沈降反應ニヨリテ其吸收率ヲ見ルニ副沈降素 ハ多量ニ吸収セラルルモ尚ホ96%ヲ 出 デズ同時ニ又主

沈降素 モ吸收原増加 ト共ニ漸次吸收セラルル事次表ニヨリテ明カナ リ.

第4表　 (抗 牛血清1cc+吸 收 原(山 羊血 清)1cc)吸 收 率

第4圖　 吸 收 率 曲 線 圖
要スルニU.氏 原法 ニ依

リテ見ル如キ顯著ナル特異

性沈降素ハ實際 ニハ到底得

ル事能ハザルモノナ リ.

實 驗3

牛 血清 ニ對 シU.氏 原

法效價1:250.000,結 合帶

1:2.500,稀 釋沈降價1:250

山 羊 血清 ニ對 ンU.氏 原

法效價1:250.000.結 合 帶

1:1000,稀 釋 沈降價1:100

ナル抗牛血清家兎免疫血清

ヲ使用 シ,實 驗2ト 全ク同

様操作 ニヨリテ吸收試驗ヲ

試 ミタルニ次表ニ示ス如キ

結果 ヲ得タリ.
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第5表　 (抗牛血済1cc+吸 收原(山 羊血清)1cc)

上表ヲ曲線ヲ以テ表ハセバ次ノ如 シ.

第5圖　 (抗 牛血清1cc+吸 收 原(山 羊 血清)1cc)

本實驗ニ於テハ牛血清ニ對スル

U.氏 原法效價ハ前者 ト稍趣 ヲ異ニ

セ リ.即 チ吸收原増加 ト共 ニ次第

ニ低下ン途ニハ吸收前(1:250.000)

ニ比 シ約1/10(1:25000)ノ 效價 ヲ

示スニ至 レリ.之 ヲ以テ見 レバU.

氏原法ヲ以テシテモ副沈降素ノ吸

收 ニ依 り主沈降素影響セラレ明カ

ニ效價ノ低減スル場合モアル事ヲ

知 リ得ベン.其 他山羊血清 ニ對ス

ル反應竝ニ稀釋沈降法 ニ依ル成績

ニ就キテハ前實驗 ノ結果 ト殆 ド同

様ナ リ.之 ヲ稀釋沈降反應ニヨル

量的方面ヨリ觀察スルニ次表竝 ニ

圖ニ示スガ如クニシテ此間 ノ關係

ヲ容易ニ闡明スル事ヲ得ベシ,
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第6表　 (抗牛血清1cc+吸 收原(山 羊血清)1cc)吸 收率)

第6圖　 吸 收 率 曲 線 圖 以上3實 驗ニヨリテ得タル成績ヲ概括スル

ニ,

1) U.氏 原 法ヲ以テスル時ハ類屬沈降素 ノ

吸收ニヨリテ主沈降素ハ殆 ド影響セラレザル

カ,或 ハ僅 ニ效價ノ低減ヲ來スノミ.然 レ共

免疫血清 ニヨリテハ主沈降素モ亦吸收原増加

ト共ニ次第ニ其效價ヲ減弱スル場合モアリ.

2) U.兵 原法ニ於テハ類屬沈降素ノ吸收ニ

ヨリ當該抗原ニ對スル效價著シク低減スルモ

ノニンテ.吸 收原増加 ト共ニ急激ニ下降 ン其

度合ハ吸收原増加 ノ割合 ト殆 ド常ニ一致ス.

3) 稀釋 沈降法 ニ於テ其量的方面ヨリ吸收

率ヲ見ル時ハ類屬沈降素 ノ吸收ニヨ リテ勿論

副沈降素ハ多量 ニ吸收セラルルモ主沈降素 モ

亦吸收原増加ニ伴ヒテ常 ニ影響セラレ效價 ノ

漸次下降スルヲ認 ム.

4)類 屬 沈降素 ノ吸收ニヨ リテ同沈降素ノ

量ハ吸收原増加 ト共ニ次第ニ減少 シ吸收率ハ漸次増強スルモ決シテU.氏 原法 ノ示ス如 ク著 シキモノニハア

ラズ.且 吸收原増加 ノ割合 トハ一致スルガ如 事事ナン.即 チ吸收原増加 ト共ニ吸收セラルル沈降素或ハ吸收

率ハ漸次増加スルモ其増加ノ割合ハ吸收原増加ロノソレニ比ンテ寧口低下スルヲ認 ム.

5)以 上 ノ事實ニヨリ類屬沈降素 ノ吸收,延 ヒテハ主沈降素 ノ特異性ヲ高 上センムルニ當 リ, U.氏 原法 ヲ

以テ ンテハ眞 ニ吸收 ノ状態竝ニ特異性ヲ吟味スル事能ハザルニ反 シ,稀 釋沈降法ヲ以テスル沈降素 ノ量的

關係ニヨリテ觀察ヲ行 フ時ハ始メテ此間 ノ消息 ヲ詳ニシ得ルモノナル事ヲ證明シ得 タリ.
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第2項　 沈降素價 ト吸收原量 トノ關係

種々ナル效價ヲ有シ同一結合帶ヲ示ス免疫血清ニ種々ナル濃度ヲ有スル吸收原 ノ同量ヲ作用セシメテ類

屬沈降素ノ吸收ヲ行ヒ,之 ヲU.氏 原法竝 ニ稀釋沈降反應法ニヨリテ比較觀察ン,以 テ類屬沈降素 ノ效價 ト

吸收原量トノ相互關原ヲ闡明ナラシメンガ爲ニ次 ノ實驗ヲ行 ヒタリ.

先ヅ稀釋沈降法ニ於テ副抗原タル山羊血清ニ對 シ600倍 陽性ヲ示シ,結 合帶1:500ヲ 有スル抗牛免攪家

兎 血 清 ヲ得,之 ニ2倍, 4揺, 8倍, 16倍 ナ ル如 ク正 常 家 兎 血 清 ヲ加 ヘテ 稀 釋 ヲ行 ヒ 稀 釋 沈 降 法 ニ ヨ リテ 各 々

ノ效 價 ヲ檢 シ タル ニ稀 釋 倍數 卜共 ニ沈 降 素 量ハ 減 少 シ1:300, 1:150, 1:80, 1:40ナ ル效 價 ヲ示 ン,結 合帶

ハ變 化 セズ.竝 ニ於 テ 之 等5種 類 ノ免 疫 血 清 ヲ各 試 驗 管 ニ ト リテ1列 トナ ン,各 列 ニ向 テ1000倍, 100倍,

 10倍,山 羊 血清 食 鹽 水 溶 液 竝 ニ何等 稀 釋 セ ザ ル 山羊 面清 ノ各 同 量宛 ヲ 混 和 シ吸 收 試 驗 ヲ試 ミタ リ.

上記 免 疫 血清 各 稀 釋 ニ於 テ 山 羊 血 清 ニ對 ス ルU.氏 原 法效 價 ハ第7表 中 ニ見 ル ガ如 クニ シテ 其 稀 釋 沈 降 價

高 キ1:600, 1:300ノ 兩 者 ニ 對 シテ ハ孰 レ モ1:25.000ヲ 示 ン,稀 釋 沈降 價 低 キ1:150, 1:80, 1:40ニ 於 テ

却 テ效 價 ノ上 昇 ヲ來 シ敦 レモ1;50.000ヲ 示 セ リ.之 ヲ以 テ シテ モU.氏 原 法 ノ示 ス效 價 ガ 眞 ニ沈 降 素 ノ量 ヲ

示 ス モ ノ ニア ラザ ル事 言 ヲ俟 タズ シテ 明 白 ナ リ.

本 實 驗 ノ成 績 ヲ1表 ニ収 メ且 曲線 ヲ以 テ 示 セ バ 次 ノ如 シ.

第7表a　 沈降素價 ト吸收原量 トノ關係

U.法......U.氏 原 法,　 O.浩......緒 方 氏 稀 釋 沈 降 法
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第7表b　 吸 收 率

U.法......U.氏 原 法,　 O.法......緒 方 氏 稀 釋 沈降 法

第7圖　 沈 降 素 價 ト吸 收 原 量 トノ 關 係

上 記 實 驗 成 績 ヲ各 々 ニ就 キテ 分 析 的 ニ考 究 セ ン トス.

1) 1000倍 吸 收 原 ヲ加 ヘ タル列 ノモ ノ ニ就 キ テ 其吸 收 状態 ヲ檢 ス ル ニ, U.氏 原 法 ヲ以 テ ス レバ稀 釋 沈降

價1:600及 ビ1:300ヲ 示 ス モ ノ ニ於 テ ハ何 等變 化 ナ ク1:25.000ヲ 示 シ,稀 釋 沈 降 價1:150及 ビ1:80ニ 於

テ1:10.000ニ 下 降 ン,稀 釋 沈 降 價1.40ニ 於 テ1:5.000ト ナ レ リ.斯 ノ如 キU.氏 法 ニ ヨ ル成 績 ヲ以 テ 吸 收
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試驗 ノ結果ヲ觀察スル時ハ同一吸收原量ニヨリテ,元 低價ナリシモノガ吸收後ニ於テ效價高ク表ハレ,元高

價ナリシモノガ逆ニ效價ノ低降ヲ來 シ,寧 ロ稀釋沈降價ニ平行シテ,實 ニ奇異ナル觀 ヲ呈セ リ.然 ルニ今稀

釋沈降法ニヨリテ得 タル成績 ヲ見ルニ吸收前ニ於テ稀釋沈降價ノ低價ナリシモノ程吸收後ノソレモ亦低下

ン,決 シテU.氏 原法ニ於テ見 タルガ如キ矛盾セル現象ヲ認ムル事ナン.而 シテ吸收ニ關與セル沈降素 ノ絶

對量ヲ見ルニ吸收前ニ沈降量多キモノホ ド多ク,少 キモノ程僅少ナリ.之 ヲ示セバ400, 200, 100, 55, 30ノ

順 位ヲ示シ,吸收前ノ沈降索量 ノ割合ニ殆 ド一致 シテ減少セルヲ見 ル,即 チ各々ノ吸收率ハ殆 ド近似セル數

値ヲ示セ リ(凡 ソ66%).是 ヲ以テ見 レバ,例 ヘバ今沈降素量600ヲ 有 スル免疫血清ニ或量ノ吸收原ヲ加へ

吸收セラレタル沈降素 ノ量ガ400ナ ル場合,該 免疫血清ヲ2倍 稀釋 シテ其沈降素量ヲ300ト ナセルモ ノニ,

同量吸收原ヲ加フレパ全ク吸収シ盡サルベキ筈ナルカノ如ク考ヘラルルモ,實 ハ然ラスシテ尚ホ多量ニ沈

降素ノ殘存スルヲ認ム.即 チ1免 疫血清ニ於テハ或吸收原量ニ對 シ之 ト結合シ得ル沈降素ノ量バ一定セル

モノニシテ,該 免疫血清ノ稀釋ヲ行 フ時ハ其稀釋ノ割合ニ應ジテ結合 シ得ル沈降素量モ亦減少スルモノナ

ル ベ シ.

2) 100倍 吸收原ヲ加ヘタルモノニ就キテ,ソ ノ吸收状態 ヲ檢スルニU.氏 原法ニ於テハ吸收後 ノ成績ハ

1000倍 吸收原ヲ以テセル前實驗 ノ成績 ト殆 ド平行シ,其效價ヲ見ルニ孰 レノ場合モ前實驗 ノ約1/10ヲ 示セ

リ.然 ルニ今稀釋沈降法ニヨル成績 ヲ見ルニ前實驗ニ於ケル ト殆 ド同様 ノ事實ヲ詔メ,唯 吸收セラレタル沈

降素ノ量(以 後吸收沈降素量 ト記ス)或 ハ吸收率ハ駒實驗ニ比 シ遙 ニ増加セルヲ認ム.而 シテ其増加セル吸

收沈降素壁ノミヲ各免疫血清ニ就キテ見ルニ50, 20, 10, 5, 0ニ シテ吸收前ニ於 ケル沈降素 量ノ割合 ニ大

體平行シテ減少 シ殆 ド同値ノ吸收率ヲ示セ リ.即 チU.氏 原法ニ於テハ吸收原量ノ増加ニ殆 ド比例シテ效價

ノ低減ヲ來シ,即 チ吸收原量10倍 スレバ,吸 收後 ニ於ケル總テ ノ免疫血清 ノ效價モ亦10倍 下降セ リ.然 レ

共沈降素 ノ量ハ決ンテ斯ノ如キ減少 ヲ示スモノニアラズ,假 令吸收原量10倍 スルモ吸收沈降素量ハ之 ニ伴

ハズシテ微量ニ過 ギズ.

3) 10倍 吸收原ヲ加 ヘタルモノニ就キテ見ルニ,吸 收後 ノ各效價ニ差異ヲ認ムルノミニシテ成績全體ニ

於テハ前2實 驗 ノ成績 ト殆 ド平行セ リ.即 チU.氏 原法 ニ於テハ孰 レノ免疫血清ノ效價モ100倍 吸收原ヲ使

用 シタル場合ノ約1/10ノ 效價ニ減少シ吸收原増加ノ割合ニ殆 ド比例セリ.然 ルニ稀釋沈降法ニ依ル沈降素

量 ノ變化ヲ見ルニ吸收沈降素量 ノ増加 ハ矢張微量ニ過ギズシテ100倍 吸收原使用ノ際ニ於ケル成績 ヨリ見

レバ,吸 收原濃度10倍 層加ニヨル吸收沈降素量 ノ増加ハ50, 30, 15, 10, 5ナ ル ノミナリ.尚 ホ吸收率ハ前

實驗同様殆 ド同値(大 凡83%)ヲ 示 セリ.

4)何 等稀釋セザル吸收原印チ山羊印清其儘ヲ同量混加セルモノノ成績ヲ見ルニ,叙 上實驗 ト殆 ド同様

ノ事實ヲ發見ス.即 チ吸收原濃度 ヲ更 ニ10倍 スル事ニヨリテU.氏 原法效價モ亦10倍 吸收原使用ノ場合ヨ

リ更ニ約10倍 效價ノ減少ヲ來セリ.然 ルニ沈降素量 ノ減少ハ,ソ レニ比シテ矢張微量ニ過 ギズ.然 レ共10

倍吸收原ヲ以テセル前實驗ノ結果ニ比 スバ レ吸収沈降素量比較的大ニシテ某増加ハ75, 40, 20, 8, 4ナ リ

キ.尚 ホ本例ニ於テモ其吸牧率ハ殆 ド同値(大 凡96%)ヲ 示 セリ.

本項實驗 ニ於テ余ハ結合帶ヲ同ジウシ沈降素 量ヲ各々異ニスル抗牛血清家兎免疫血清(對 山羊血清1:600,

 1:300, 1:150, 1:80, 1:40)ニ 就キ, 1000倍, 100倍, 10倍, 1倍 山羊血清ノ同量ヲ以テ吸 反試驗ヲ行ヒ

U・氏原法竝ニ稀釋沈降法ヲ以テ吸收状態ヲ檢 シ沈降素價 ト吸収原量 トノ關係ニ就キテ吟味セル所ナリ,今
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實驗ノ結果ヲ概括的ニ觀察スレバ次ノ如 シ.

1) U.氏 原法ヲ以テスル時ハ吸収後 ノ效價ハ吸收前ノ效價 ト全ク無關係ニ,寧 口逆ノ變化ヲ以テ低下セ

リ.

2)諸 種吸收原量ヲ以テ實驗ヲ行フニ吸収後ニ於ケルU.氏 原法效價ハ常ニ其吸收原量ニ正ンク比例シテ

效價ノ低減ヲ來セリ.即 チ吸收原量ヲ倍加スル時ハ吸収後ノ效價ハ半減スルニ至ル.

3)稀 釋法ニヨル沈降素ノ量的關係ヨリ之ヲ見 ルニ吸收後 ノ沈降素量ハ吸收前ノソレト常ニ一定 ノ關係

ヲ保チ,同 一吸収原量ニヨル吸収沈降素量ハ吸收前ノ沈降素量大ナルモノホ ド多ク,小 ナルモノ程少 シ.

4)吸 収原量増加ニ伴ヒテ吸收沈降素量モ亦漸次増加スルモ, U.氏 原法ニヨル場合ノ如 ク急激ニシテ而

モ吸收原増加 ノ割合ニ比例スルガ如キ事ハ絶對ニ認メズ.

5)結 合帶 ヲ同 ジウン沈降素量ヲ異 ニセル免疫血清 ニ就キ一定量 ノ吸収原ヲ以テ吸收センムルニ,夫 等

ノ吸收沈降素量 ノ割合ハ吸收前ノ沈降素量ノ割合ニ大體比例スルヲ認ム.即 チ1免 疫血清ニ於テハ或吸收

原量ニ對シ之 ト結合 シ得ル沈降素 ノ量バ一定セルモノニシテ該免疫血清 ノ稀釋ヲ行 フ時ハ其稀釋 ノ割合ニ

應ジテ結合シ得ル沈降素量モ亦減少スルモノナリ.換 言スレバ1免 疫血清ニ於テ一定吸收原量ト結合ン得

ル結合率即チ吸收率バ一定セルモノニンテ,該 免疫血清ヲ如何ニ稀釋スルモ其吸収率ニ變化ヲ來ス事ナン.

又同一免疫血清ニ諸種吸収原ヲ結合セシメテ得タル吸枚率ハ吸枚原 ノ増量ト共ニ漸進的ニ増加スルモノナ

リ.然 ルニ今U.氏 原法ニヨル成績ノミヲ以テ吸収率ヲ觀察スル時ハ其間何等一定セル關係ナ リ1免 疫血清

ニ對スル諸種吸収原量 ノ吸收率ハ或ハ急激ニ或ハ徐々ニ増加 シ,又 諸種免疫血清 ニ對スル同一量吸收原ノ

吸収率 ノ變化モ亦實ニ不可解 ニシテ吸收原量僅微ナル間ハ其變化著 シク,吸 収原多量ニ及ビテハ殆 ド其差

ヲ認メ得ザルニ至ル.

第3項 結合帶 ト吸收原量 トノ關係

曩ニ余ハ種々ナル沈降素量ヲ有 シ,結 合帶ヲ同 ジウスル免疫血清ニ就キ種々ナル吸收原量ヲ以テ 吸收試

驗ヲ試 ミタル所ナ リ.本項 ニ於テハ結合帶ヲ異ニスル各免疫血清ニ就キ諸種吸收原量ヲ以テ吸收ヲ行ヒ,類

屬沈降素 ノ吸收ニ當 リ其免疫血清 ノ有スル結合帶ガ如何ナル關係ヲ有スルモノナ リヤヲ檢索セントス.

使用免疫血清ハ次 ノ3ナ リ.

A血 清 對牛血清

U.氏 法 效 價1:250.000

結 合 帶1:2.500

稀 釋 沈 降 價1:250

射山羊血清

U.氏 法 效 價1:250.000

結 合 帶1:1.000

稀釋 沈降 價1:100

B血 清 對牛血清

U.氏 法 效 價1:25.000

結 合 帶1:500

稀 釋 沈 降 便1:600

對山羊血清

U.氏 法效 價1:25.000

結 合 帶1:250

稀釋 沈 降價1:300

C血 清 對牛血清

U.氏 法 效 價1:25.000

結 合 帶1:100

稀 釋 沈 降 價1:250

對山羊血清

U.氏 法 效 價1:10.000

結 合 帶1:50

稀 釋 沈 降 價1:100

實驗方法ハ第1項 ニ示セル ト殆 ド同様ニ行ヒ各種吸取原ヲ免疫血清 ト同量混和 シ生 ジタル沈澱 ヲ去 リ上

清ニ就キテ檢セリ.實 驗成績 ノ中a及 ビbノ 兩免疫血清ニ就キテハ既ニ第5表 竝ニ第5圖,第3表 竝ニ第3

圖 ニ於テ記載セルヲ以テ此所 ニ再記ヲ略ン, C血 清 ノ成績 ノミヲ衣表並ニ曲線圖ニ示セリ.
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第8表　 (C血 清1cc+吸 收原(山 羊血清)1cc)

第8圖　 (C血 清1cc+吸 收原(山 羊血清)1cc)

本實驗成績ヲ分析的ニ考究スレバ次ノ

如 シ.

1) A血 清使用 ノ場合(第5表 竝ニ

第5圖 参照)

U.氏 原法ニ於テ牛血清ニ對スル反應

ハ結合帶ニ相當 スル500倍 吸收原ニ至ル

迄ハ何等變化ナク,結 合帶相當騒吸收原

ニ於テ1:10 .000ニ 下 リ,吸收原増加 ト共

ニ漸次:效價ノ低降スルヲ認ム,山 羊血清

ニ對シテハ結合帶 ニ至ル迄ハ稍々急速ニ

下 リ,爾 後吸收原増加 ノ度ニ比例シテ下

降シ.吸 收原濃度ニ及 ビテ更 ニ又急激ニ

效價ノ減弱スルヲ認ム.

沈降素 ノ量的關係ヨリ見ルニ,牛 血清

ニ對 シテハ吸收原100倍 迄 ハ殆 ド變化ナ

ク,ソ レヨリ漸次下降セリ,山 羊血清ニ

對 シテハ吸收原2500倍 及 ビ1000倍 ニ於

テ ハ吸收前 ト同效價ヲ示 シ,結 合帶ニ相

當スル500倍 吸收原ニ於テ急速 ニ下降 シ,ソ レヨリ吸收原増加スルモ效價下ラズ, 25倍 吸收原ヨリ再ビ漸次

下降セリ.即 チ結合帶椙當量以下 ノ吸收原ニテハ抗體,抗 原ノ中和僅少ニシテ反應ノ上ニ差異 ヲ認メ得ズ,
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然ルニ結合帶ニ於テ反應著明ニ表ハ レ主副反應 ノ比4:1ヲ 示 ン,吸 收原量更ニ増加スルモ結合帶ニ於ケル

ト殆 ド差異ナク, 100倍 稀釋吸收原ニ至 リテ始メテ再 ビ效價ノ減少 ヲ示 セリ.此 間 ノ關係ハ吸收率ノ比較ヲ

以テンテモ容易ニ證明スル事ヲ得.

之 ヲ以テ觀 レバ結合帶相當量ノ吸收原ヲ以テ吸收ヲ行7時 ハ,吸 收原比較的小量ヲ以テ主沈降素ハ殆 ド

影響セラレズ,而 モ副沈降素ノミ良 ク吸收セラルルモノナルヲ知ル.而 ンテ免疫血清ノ特異性ニ就テハ吸收

原濃度大ナル程増加スルモ同時ニ又主沈降素 ノ減少ヲ免 レズ.而 モ吸收原ノ多量ヲ同時ニ殘存セリ.免疫血

清本來 ノ性質ヨリ見ル時ハ特異性左程著明ナラザルモ主沈降素 ノ減少少 ク且殘存抗原量ノ僅少ナルモノハ

寧 口性質ニ於テ良好ナリト言ハザルベカラズ,

2) B血 清使用 ノ場合(第3表 竝ニ第3圖 參照)

本血清ニ於テモ殆 ド前者 ト同様ノ事實ヲ認ム.即 チ結合帶ニ相當スル100倍 吸收原使用 ニ於テ副沈降素

ノ吸收率速ニ増加シ,結 合帶相當量前後 ノ吸收原ヲ以テスル時ハ或ハ特異性低ク,或 ハ主沈降素量低減ン,

殘存抗原多量ニ存スル等ノ不都合ヲ招來セ リ,唯 結合帶ニ於ケル抗原稀釋度 ノ大ナルA血 清 ニ於テハ主副

兩反應ノ比ハ,結 合帶 ニ於 ケル抗原稀釋度ノ稍々小ナル本血清ニ於ケル夫レヨリモ大ナ リ.印 チ特異性一般

ニ高ク表ハレタリ.本 例ニ於テモ吸收率ヨリ觀祭ンテ同標 ル事實 ヲ認ムル事ヲ得.

3) C血 清使用ノ場合(第8表 竝ニ第8圖 參照)

山羊血清ニ對ン結合帶1:50,稀 釋沈降價1:100ヲ 示 スモノニシテ前2實 驗同様結合帶相當單吸收原ニ至

リテ特異性著明 トナレリ.然 レ共吸取原増加ニ伴ヒテ主沈降素モ稍々減弱ン,爲 ニ前2者 ニ比シテ何レノ場

合ニ於テモ主副反應ノ比ハ劣 リ,即 チ特異性ハ一般 ニ低下セ リ.吸 收率 ヲ觀察スルモ同様ノ事實ヲ發見ス.

第9表　 (C血 清1CG+吸 收原(山 羊

血清)1cc)吸 收率

第9圖　 吸收率 曲線圖
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本實驗 ノ成績ヲ總括觀察スルニ如何ナル結合帶ヲ有スルモノニ於テモ結合帶相當量ノ吸収原ニヨリ副沈

降素ハ急速ニ減弱シ即チ吸収率ハ速 ニ高マリ而モ主沈降素ハ左程影響セラレズ.結 合帶ヨリ稀釋 ノ一層大

ナル吸収原ニ於テハ副沈降素ノ吸収惡 シク吸収率モ亦低價ニシテ,自 然特異性ハ低降シ,結 合帶ヨリ濃厚ナ

ル吸収原ニ於テハ吸牧沈降素量増加シ吸収率ハ高マリ特異性高上スルモ同時ニ又主沈降素量モ低減 シ即チ

主沈降素ノ吸収率モ同時ニ高マリ尚ホ且殘存抗原ハ多量ニ存ス.之 ヲ以テ觀 レバ結含帶 ニ於ケル抗原稀釋

度ノ大ナルモノホ ド少量ノ吸収原ニ依 リテ多量 ノ沈降素ガ中和セラレ,且 主副反應ノ比ハ結合帶 ニ於ケル

抗原稀釋度 ノ小ナルモノヨリ常ニ大ナ リ.即 チ特異性ハ常ニ高 シ.然 レ共孰 レノ免疫血清 ニ於テモ,其 有ス

ル類屬沈降素ヲ全ク消滅セシメントスルニハ常ニ多量ノ吸収原ヲ要スルモノナリ.

第4項　 沈 降素價 ト殘存 抗原量 トノ關 係

試驗管内ニ於テ抗原 ト抗體 トヲ混ズル時ハ兩者相反應シテ沈澱物ヲ生ズ.之 ヲ遠心沈澱 シテ除去シタル

上清ヲ檢スルニ,沈 降原竝ニ沈降素 ノ兩者ガ尚ホ其上清中ニ殘存スルヲ證明 シ得 ルモノナ リ.斯 ノ如 ク抗原

ト抗體ガ同一血清内ニ共存スルノ事實バ一種不可思議ナル現象 トシテ取扱ハレ多クノ學者ニ依 リテ 之ガ解

決ヲ試 ミラレタル所ナ リ.即 チ或ハ質量作用ノ定律ニ從ヒテ謹明セントシ(Eisenberg48), Muckenzie and

 Leake49), Forster50),今井37)),或 ハ抗原抗體ノ多種説ニ依 リ親和性ナキ沈降原及 ビ沈降素 ノ併存ヲ以テ説カ

ントシ(v. Dungern27)),或 ハ又膠質保護作用ニヨリ血清蛋白ガ抗原抗體ノ結合ヲ阻止スル爲ナ リトノ説ヲ

以テ解課セントシテ(Zinsser and Young51)),ア ラユル研究ガ行ハレ,遂 ニ現今ニ以テハv. Dungernノ 學

説ガ最モ信憑スルニ足ルモノナリトセラルルニ至 レリ.此 説ニ賛意ヲ表スル者ニMuller52), Weil53), Opie54),

西尾29),齋 藤30),操31),小 口,濱 野32)氏等 アリ.

余 モ亦類屬沈降素ノ吸収ヲ研究スルニ當 リ,此抗體 ト抗原ノ共存 ニ就キテ吟味スル事 ノ必要ナルヲ思ヒ,

各實驗毎ニ残存抗原ニ就キテ檢索 シ,叙 上諸實驗 ノ成績 ト比較觀察ヲ試 ミタルニ甚ダ興味アル事實 ヲ發見

スル事ヲ得タルヲ以テ,竝 ニ項ヲ新ニシテ考究セントスルモノナ リ.

類屬沈降素吸収試驗後 ノ上清中ニ残存セル抗原量ニ就キテノ實驗成績ハ既ニ前述諸實驗ノ成績(表 竝ニ

曲線圖)中 ニ記載セルヲ以テ此所ニ再記スル事ヲ止ム.

先ヅ第1表 竝 ニ第1圖 ニ掲ゲタル成績ニ就キテ見ルニ, 250倍 山羊血清 ヲ以テ吸収ヲ行ヒ吸収後 ノ上清

ニ就キテ殘存抗原量ヲ檢索センガ爲ニ山羊血清ニ對シU.氏 原法ニヨリ10.000倍 陽性ヲ呈スル抗山羊血清

家兎免疫血清 ヲ使用シテ沈降反應ヲ試 ミタリ.該 上清ニ對 シテハ2倍 ± 陽性ヲ示 シタレバ山羊 血清 ノ約

1/10.000量 ノ抗原ヲ殘存セルモノト考 ヘラル.次 ニ100倍 吸収原ヲ混和セルモノノ上清 ニ就キテ見ルニ, 2

倍陽性ヲ示 シタレバ約1/5000ノ 抗 原量ヲ保有シ, 50倍 吸 収原使用 ノモノハ4倍 陽性ヲ示 シ約1/2500抗 原量

ヲ, 25倍 吸收原使用ノモノハ8倍 陽性ヲ示 シ約1/1000量 ノ抗原ヲ有スルモ ノナ リト思考セラル.斯 ノ如ク

殘存抗原量ハ吸取原量増加 ト共ニ次第 ニ増加 シ,之 ヲ曲線 ヲ以テ表ハセバ第1圖 ニ見ル如 クニシテU.氏 原

法ニヨル吸収後 ノ山羊血清ニ對スル反應 ノ成績ニ殆 ド平行セルヲ認ム.第3表,第5表 竝ニ同曲線圖ニ於テ

モ上記成續 ト殆 ド同様 ノ事實ヲ認ム.

即 チU.氏 原法ニヨル敷價ハ殘存抗原量ニ比シテ常ニ抗原稀釋度ノ1段 或ハ2段 ノ差ヲ以テ高價ニ表ハル

ルヲ見ル.之 ヲ以テ觀 レバ沈降物構成ニ與 ラズシテ残存セル抗原ノ量 トU.氏 原法 ノ示 ス效價 トノ間ニハ離
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スベカラザル關係ガ存在スルモノノ如 ク,余 ノ成績ヲ以テスレバU.氏 原法ニヨル成績ハ殆 ド含有抗原量ニ

左右セラルルガ如キ觀 ヲ呈セ リ.即 チ殘存抗原ニ抑制セラレテ效價 ノ上下ヲ來スモノノ如ク思考セラルル

ナ リ.此 事實ニ基キテ第7表 ニ於ケル成續 ヲ顧 ミルニ沈降素量ヲ異 ニセル免疫血清 ニ同量 ノ吸収原ヲ以テ

吸収試驗ヲ行ヒ,得 タル上清ニ就キ殘存抗原量ヲ檢スルニ,元 沈降素量多キモノホ ド少量ニ,少 キモン程多

量ニ殘存抗原ヲ證明シ,換 言スレバ吸収沈降素量大ナルモノ程消費抗原量モ大 ニシテ從テ殘存抗原量少ク,

吸収沈降素量小ナルモノ程消費抗原量モ亦小ニシテ自然殘存抗原多量ナルヲ認ム.而 シテ殘存抗原量 トU.

氏原法效價 トヲ比較觀察スルニ吸収後ノU.氏 原法效價ハ矢張殘存抗原量 ト殆 ド卒行シ,前 述セルト同様事

實ヲ茲ニ於テモ發見スル事ヲ得.之 ヲ以テ見 レバ第2項 實驗成績ニ見 タルガ如ク吸収後ノU.氏 原法效價ガ

吸収前ノ效價 ト全ク無關係ニ寧口逆 ノ變化ヲ示 セル如キ矛盾セル現象モ容易ニ理解 シ得ル所ニシテ,又U

氏原法效價ガ吸収原堆加ノ量ニ比例 シテ低減スルガ如キ事實モ殘存抗原ニ因ル抑制的作用ニ起因スルモノ

ナル事モ自ラ首肯シ得ラルル所ナ リ.然 ルニ飜テ稀釋沈降反應法ニヨル沈降素量 ノ檢索ヲ以テスル成績 ヲ

見 ルニ如何ナル場合 ト雖モ殘存抗原 ニ影響セラルルガ如キ事實ハ絶對ニ認ムル事ナシ.

尚 ホ此間ノ消意ヲ一層闡明ナラシメンガ爲ニ次 ノ實驗ヲ行ヒ タリ.

牛血清ニ對 シU.氏 原法效價1:50.000,結 合帶1:500,稀 釋沈降價1:1000,山 羊血清 ニ對シU.氏 原法效

價1:50.000,結 合帶1:250,稀 釋 沈降價1:500ナ ル抗牛血清家兎免疫血1清1ccニ 山羊血清2ccヲ 混和シ,

吸収試驗施行後上清ニ就キテ檢 シタルニ次表ノ如キ結果ヲ得 タリ.

第10表　 (抗牛血清1cc+吸 收原(山 羊血清)2cc)

上表ヲ見ルニU.氏 原法ニ於テハ山羊血清 ニ對 スル反應全 ク陰性ニシテ之 ノミヲ以テ吸収ノ成績ヲ判ズル

時ハ副沈降素ハ全 ク吸収シ盡サレ タルガ如ク思考セラル.然 ルニ今抗體ノ稀釋ヲ行 フ時ハ再 ビ陽性反應ヲ

呈スルニ至 レリ.令 吸收後上清中 ノ殘存抗原量ヲ檢スルニ生血清 ニ殆 ド近キ抗原量 ノ殘存ヲ認ム.

是 ヲ以テ觀 レバU.氏 原法ニ於テハ上清中ニ含有セラルル抗原ヨリ少量 ノ抗原ヲ作用セシムル時ハ假令沈

降素ノ存在アルモ反應ハ陰性 トシテ表ハレ,該 上清 ノ稀釋 ニ依 リテ殘存抗原モ亦稀釋セラレ重層抗原量ヨ

リ小量ニナリテ再ビ反應陽性ニ表ハルルニ至 ル.即 チ上清稀釋4倍 ニ於テ4倍 稀釋抗原ニハ陽性. 8倍 稀釋

抗原ニハ 士 陽性ヲ示 シ,上清 稀釋8倍 ニ於テ4倍 竝ニ8倍 稀釋抗原ニハ共ニ陽性, 16倍 上清ニ於テハ抗原
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4倍, 8倍, 16倍 共 ニ± 陽性ヲ示 スニ至レ リ.茲 ニ於テ上清中殘存セル抗原ノ稀釋ニヨリテ其抑制的作用ガ

除去セラレ再 ビ沈降素 ノ存在ヲ明カニ證明 シ得 タル所ナリ.

余ハ本實驗ノ結果ニヨリ次 ノ如 ク理解セ ント欲ス.即 チ類屬沈降素吸収後ノ成績ハ之ヲU.氏 原法 ニヨリ

テ檢スル時ハ常ニ殘存抗原量ニ左右セラレ,即 チ之ニ抑制セラレテ效價 ノ上下 ヲ招來ジ,爲 ニ幾多ノ矛盾セ

ル現象ヲ呈 シテ 眞ノ吸収状態ヲ明示 スル事能ハズ,反 之 稀釋沈降反應法ニヨル沈降素 ノ量的關係ヨリ之ヲ

吟味スル時ハ何等殘存抗原ニ影響セラルル事ナク常ニ明確ナル證明ヲナシ得ルモノナ リ.

第5項　 血清粉末 ヲ以 テスル吸收試驗

叙上諸實驗ニ於テハ總テ生血清ヲ用ヒテ類屬沈降素ノ吸収 ヲ行ヒタル所 ナルモ今血清粉末ヲ使用シテ試

驗管内吸収試驗ヲ試 ミ沈降素 ノ吸収状態ヲ檢 シ同時ニヌ吸収後 ノ特異性ニ就キテ前記諸實驗 ノ結果 トノ比

較觀察ヲ企テ次ノ實驗 ヲ行 ヒタリ.

使用免疫血清 ハ各々效價ヲ異ニスル抗牛血清家兎免疫血清ナリ.吸 収原トシテ使用セル血清粉末ハ新鮮

ナル山羊血清 ヲ「フアウス トハイム」加熱乾燥器ヲ以テ乾燥セシメ乳鉢ニテ粉末ニセルモノニシテ,常 ニ褐

色罎ニ貯 へ眞空乾燥器ニ保存シテ要時使用ニ供セリ.吸 収試瞼ニハ免疫血清1cc宛 ヲ遠心試驗管ニ採 リ,之

ニ0.01g, 0.03g, 00.5g, 0.08gノ 血清粉末ヲ各々混加シ,硝 子細管ヲ以テ良ク攪拌溶解セシメタル後一般

操作ノ如ク行ヒタリ.

各實驗成績ハ第11表 竝ニ第10圖 ニ示 スガ如 シ.

第11表　 血清粉末テ以テスル吸收試驗

A血 清

對
牛
血
清

U.氏 法1:100000

結 合 帶1:1000

稀 釋 價1:2000

對
山
羊

血
清

U.氏 法1:100000

結 合 帶1:500

稀釋 價1:1000

B血 清

對
牛
血
清

U.氏 法1:50000

結合 帯1:500

稀釋 價1:1000

對
山
羊

血
清

U.氏 法1:50000

結 合 帶1:250

稀 釋 價1:500

C血 清

對牛

血
清

U.氏 法1:10000

結 合 帶1:250

稀釋 價1:500

對
山羊
血
清

U.氏 法1:5000

結 合 帶1:100

稀 釋 價1:250
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第10圖　 血清粉末ヲ以テスル吸收試驗

本實驗ニ於テ余ハA, B, Cナ ル3種 ノ各々沈降素量ヲ異 ニスル抗牛血清家兎免疫血清 ヲ使用 シ,吸 収試

驗後牛血清竝ニ山羊血清ニ對スル反應ヲU.氏 原法及ビ稀釋沈降法 ニヨリ檢 シ上表ニ示セル如キ成績ヲ得 タ

ル所ナルモ,令 此成績ヲ以テ見 レバ孰 レノ實験ニ於テモ殆 ド生血清ヲ用ヒテ實驗セル結果 ト相似セルヲ認

ム.唯U.氏 原法 ニ於テ牛血清 ニ對スル效價ハ常ニ低減スルヲ見 タリ.山 羊血清 ニ對スル反應ハ前述諸實驗

ノ如ク效價 ノ急激ナル低下 ヲ示 シ,尚 ホ此場合ニ於テモ殘存抗原量 ト常ニ一定 ノ關係ヲ保持 スルヲ認ム.稀

釋沈降反應法ニ於テハ牛血清 ニ對スル效價漸次低減 ノ傾向アルモ生血清 ノ場合ニ比スレバ低下 ノ度僅少ナ

ルヲ認ム.而 モ山羊血清 ニ對 スル副沈降素ノ吸収ハ良好ニ行ハレ0.05gノ 血清粉末ニ依 リテ1:1000ヨ リ

1:25ニ, 1:500ヨ リ1:10ニ, 1:250ヨ リ1:5ニ, 0.08gノ 血清粉末ニヨリテハ殆 ド反應ヲ詔 メザ リ程度ニ

效價ノ低降ヲ示 シ吸収後ノ主副反應ノ比即チ免疫血清 ノ特異性 ハ遙 ニ高 メラレ略ボ50:1乃 至250:1或 ハ

夫 レ以上ヲ表ハシ,生 血清使用ノ際 ニ於ケル4:1乃 至10:1等 ニ比スレバ格段 ノ相違ニシテ,尚 ホ生血清使

用ノ場合ノ如 ク免疫血清 ノ稀釋セラルルガ如キ事ナキガ故 ニ之 ノミニヨル效價 ノ低減 ヲモ防グ事ヲ得.

第12表　 (血清粉末テ以テスル吸收試驗)吸 收率
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沈降素 ノ量的方面ヨリ吸収率ヲ見ル時ハ上表ニ示 スガ如 ク更ニ明カニシテ主沈降素 ノ吸収率ハ生血清使

用 ノ際ニ比シテ遙ニ低ク,而 モ副沈降素ノ吸收率ハ高シ.例 ヘバ0.05gノ 吸 収原ニヨリテ97.5-98%, 0.08g

ノ吸収原ニヨリテ殆 ド100%ノ 吸収率ヲ示 セリ.

茲 ニ於テ余ハ類屬沈降素 ノ吸収ヲ行ヒ主沈降素ノ特異性 ヲ高ムルニ當 リ,生 血清ヲ以テ吸収原 トナスヨ

リ,血清粉末 ノ使用ガ一層好適ニシテ良結果ヲ得ラルモノナ リト信ズ.唯 血清粉末使用 ニヨル吸収試驗ニ際

シテハ吸収後ノ上清 ヲシテ輕度乍ラ溷濁セシムルガ故ニ生血清使用 ノ場合ニ比シテ反應 ノ明確ヲ缺ク嫌ア

ルヲ遺憾 トス.

第2節　 生 體 内吸收 法 ヲ以 テ スル 實 驗

動物體内ニ或蛋白質 ヲ注入スレバ之ニ對スル抗體即チ沈降素ヲ形成ス.茲 ニ於テ重ネテ同腫蛋白質ヲ注

入スル時ハ沈降價 ノ低下スルヲ認ム.斯 ノ如ク注射直後沈降價 ノ低降スルハ生體内ニ於ケル抗體ガ注入セ

ラレタル抗原ニヨリテ中和セラレタルガ爲ナリ卜見做スヲ至當 トス.然 ラバ今前所置ニ使用セル蛋白質 ト

近縁關係ニアル異種蛋白質ヲ注入 ズル時ハ恐ラク注射蛋白質ニ該當スル副沈降素ガ主 トシテ中和セラレ主

副兩反應間ノ距離即チ免疫血清 ノ特異性ガ高上セラルルモノニアラズヤ.斯 ル推定 ノ下ニ多 クノ學者ニ依

リテ種々考究セラレ,殊 ニ小口28),操31),濱 蜀32),須 賀33),小 口及ビ徳永34)氏 等ガ同法ニヨリテ諸種蛋白質

ノ特異性ヲ檢索シ.之 ヲ優秀ナル方法 トシテ推賞セル事モ既ニ周知ノ事ナ リ.故 ニ余モ亦類屬沈降素ノ吸収

ヲ檢索スルニ當 リ生體内吸収法 ノ應用ニ依 リテ之ヲ觀察センガ爲ニ,家 兎ニ牛血清ヲ數囘注射シテ其沈降

素ヲ作リ.稀 釋沈降價ガ相當高クナリ,注射セル沈降原ガ殆 ド消失セル時期 ニ於テ山羊血清 ノ再注射ヲ行 ヒ

其前後ニ於ケル沈降原及ビ沈降素ノ消長ニ就キU.氏 原法竝 ニ稀釋沈降反應法ニヨ リテ比較觀察ヲ試 ミント

企テタリ.

先ヅ牛血清ヲ以テ家兎ヲ免疫シ,其 免疫血清ニ就キ稀釋沈降價 ヲ檢 シ,牛血清ニ對 シ1:1000,山 羊血清ニ

對シ1:500ノ 效價ヲ示 シタル免疫家兎3頭 ヲ以テ第1群 トナシ,牛 血清ニ對 シ1:250-500,山 羊 血清 ニ對

シ1:100-250ノ 效價ヲ示 ス免疫家兎3頭 ヲ第2群 トシ,他 ノ3頭 ハ牛血清 ニ對 シ1:100,山 羊血清 ニ對シ

1:50ヲ 示 スモノニシテ之ヲ第3群 トセ リ.而 シテ各群 ノ1頭 ハ小量 ノ抗原ヲ再注射 シ,更 ニ各群 ノ1頭 ニ

ハ中等量ノ抗原ヲ,殘 餘1頭 ニハ大量 ノ抗原ヲ再注射スル事 トセ リ.但 シ此際抗原ノ小量,或 ハ中等量,或

ハ大量 ト言 フモ唯漠然 トシテ何等基準スル所ナク決定 スルハ,成 績 ノ比較觀察ニ於テ少ナカラザル不便ア

ルヲ思ヒ,余 ハ抗原量 ノ決定ヲ結合帶ニ求 メ,結 合帶相當量ヲ小量 トシ,其 約5倍 量ヲ中等量,約15倍 量 ヲ

大量 ト定 メタリ.結 合帶相當量ハ家兎體重ヲ13ニ テ除シタル商ヲ推定血量 トシ,更 ニ之ヲ結合帶 ナル抗原

稀釋度ヲ以テ除 シタルモノナ リ.

1)小 量吸収原即チ結合帶相當量山羊血清 ノ再注射ヲ行ヒテ得 タル實驗成績

沈降素量ヲ異ニスル各免疫家兎 ニ就キ吸収試驗ヲ試 ミ時間的ニ採血ヲ行ヒ,以 テ得 タル血清 ノ反應 ヲ比

較觀祭シテ亥表ニ示スガ如キ結果ヲ得タリ.

第1號 家兎

對
牛血

清

U.氏 法效 價1:50.000,

結 合 帶1:1.000,

稀 釋 價1:1.000,

對
山
羊
血
清

U.氏 法效 價1:50.000,

結 合 帶1:500,

稀 釋 價1:500,

161



2628 佐 伯 純 一

第2號 家兎

對
牛
血
清

U.氏 法 效 價1:50.000,

結 合 帯1:250,

稀 釋 價1:250,

對
山
羊
血
清

U.氏 法 效 價1:25.000,

結 合 帯1:100,

稀 釋 價1:100,

第3號 家兎

對
牛
血
清

U.氏 法 效 價1:25.000,

結 合 帯1:500,

稀 釋 價1:100,

對
山
羊
血
清

U.氏 法 效價1:25.000,

結 合 帯1:250,

稀 釋 價1:50,

第
13

表
　

小
量
吸
收
原
ヲ

以
テ
ス
ル
生
體
内

吸
收
試
驗

U.

…

…

U.

氏

原
法,　

O.

…

…

緒

方

氏

稀

釋

沈

降

法
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上表 ニ示セル成績ヲ分析的ニ考究スルニU.氏 原法ニ於テハ孰 レノ免疫家兎ニ於テモ抗原再注射後牛血清

ニ對スル效價ハ全ク變化ナク,反之山羊血清ニ對スル反應ヲ見ルニ再注射後15分, 1時 間 ニ於テ效價ハ急激

ニ減少シテ主副反應ノ比10:1乃 至50:1ヲ 示 シ, 3時 間 ノ後ニハ既ニ副反應 ノ效價再 ビ上昇スルヲ認ム.

即チ時間 ノ經過 卜共 ニ其比率ハ急速ニ縮少セラレ, 3日 ノ後ニ於テハ吸収前ノソレト非常ニ接近セリ.此 際

殘存抗原量ヲ籔スルニ試驗管内吸収法ニ見 タルト全ク同様ノ事實ヲ認 メ,山 羊血清ニ對スルU.氏 原法效價

卜常ニ相並ビ.即 チ再注射直後殘存抗原量ハ最多量ニ存シ,時 間ノ經過 卜共ニ漸次減少 ヲ來 シ,之 ニ相應 ジ

テU.氏 原法效價ハ再注射後急激ナル低減ヲ示 シ.時 間 ノ經過 ト共ニ次第ニ増加セ リ.

然 ルニ今稀釋沈降法ニヨル成績ヲ以テ見ルニ牛血清 ニ對 シテハ吸収前後 ニ何等效價ノ移動ヲ認 メズ.但

シ反應現出ノ度ハ稍々減弱セリ.山 羊血清ニ對シテハ15分, 30分, 1時 間, 3時 間 ニ於テ最效價ノ低降ヲ來

シ主副反應ノ比4:1ヲ 示 シ第1日 目ニハ稍々上昇ノ傾向アルモU.氏 原法ニ見 ルガ如 ク著明ナラズ.第3日

目ニ於テハ其效價再ビ上昇シ始メ, 3日 後 ニハ殆 ド吸収前ノ状態ニ復スルヲ認ム.

今吸収ニ關與セル沈降素量ヨリ其吸収率 ヲ觀察スル時ハ次表ニ示 スガ如クニシテ上述 ノ諸事實ハ更ニ明

瞭 ニシテ沈降素 ノ時間的消長モー目瞭然タラシムルヲ得.

第14表　 (小量吸收原 ヲ以テスル生體内吸收試驗)吸 収率

U.… … U.氏 原 法,　 O.… … 緒 方 氏 稀 釋 沈 降 法

即チ結合帶相當量ノ吸収原量ヲ以テスル生體内吸収ニ於テハ試驗管内吸収ニ於ケル ト略ボ同様 ノ成績 ヲ

示.セリ.斯 ノ如キ小量 ノ吸収原ヲ以テ シテモU.氏 原法ニ於テハ如何ニモ特異的ナル沈降素血清ヲ得 ラレタ

ルガ如ク思考セラルルモ實ハ然ラズシテ,沈 降素ノ量的關係ヨリ見ル時ハ僅ニ免疫血清 ノ特異性ヲ増強セ

ルニ過 ギザルナリ.而 シテU.氏 原法ニ於ケル副反應 ノ斯 ノ如キ急激ナル變化 ハ恐ラク殘存抗原ニ抑制セラ

レタルガ故ナルベシ.

2)中 等量吸収原即チ結合帶相當量山羊血清 ノ5倍 量 ノ再注射ヲ行ヒテ得タル實驗成績

各免疫家兎血清ノ牛及ビ山羊血清ニ對スル效價竝ニ生體内吸収試驗ノ成績 ハ次 ノ如 シ.
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第4號 家兎 對
牛
血
清

U.氏 法 效 價1:50.000,

結 合 帯1:500,稀 釋

價1:1000,

對
山
羊

血
清

U.氏 法 效 價1:50.000,

結 合 帯1:250,稀 釋 價1
:500,

第5號 家兎 對
牛
血
清

U.氏 法 效 價1:25.000,

結 合 帯1:250,

稀 釋 價1:500,

對
山
羊

血
清

O.氏 法 效 價1:10.000,

結 合 帯1:100,

稀 釋 價1:250,

第6號 家兎 對
牛
血
清

U.氏 法 效 價1:50.000,

結 合 帯1:50,稀 釋 價1
:100,

對
山
羊

血
清

O.氏 法 效 價1:25.000,

結 合 帶1:250,

稀 釋 價1:50,

第
1
5

表
　

中
等
量
吸
收
原
ヲ

以
テ
ス
ル
生
體
内

吸
收
試
驗

U.

…

…

U.

氏

原

法,
　

O.

…

…

緒

方

氏
稀

釋

沈

降

法

164



沈降素ノ副抗原ニヨル吸収ニ就ヲ 2631

上表 ニ示シタル成績ヲ見ルニ前賓驗ノ結果 卜殆 ド同様ニシテ唯牛血清 ニ對スル反應效價ガU.氏 原法ニ於

テハ僅ニ低下シ,山 羊血清 ニ封スル反應ガ前實驗ノ ソレヨリ遙ニ減弱セラレ從テ特異性ガ一層増強セラレ

タルガ如キ觀ヲ呈シ,尚 ホ吸収原増加ニ伴ヒ殘存抗原量ノ増加セル點ニ於テ前者 ト異ルノミ.之 ヲ沈降素 ノ

量的關係ヨリ見ル時ハ斯 ノ如キ僅少ノ吸収原量 ノ増加ヲ以テシテハ左程著明ナル變化 ヲ認メ得ズ.特 異性

増強ノ度モ殆 ド前者 卜變 リナシ.尚 ホ之ヲ吸収率ニ就キテ見ル時ハ,次 表 ノ如クニシテ明カニ上記ノ事實ヲ

物語ルモノナリ.

第16表　 (中等量吸収原 ヲ以テスル生體内吸収試験)吸 収率

U.......U.氏 原 法,　 O.......緒 方 氏 稀 澤 沈 降 法

3)大 量吸収原即チ結合帶相當量山羊血清 ノ15倍 量ノ再注射ヲ行ヒテ得タル實験成績

各免疫家兎ニ就キテ行ヒテ得タル實験成績ハ次 ニ示スガ如 シ.

第7號 家兎

對
牛
血
清

U.氏 法效 價1:100.000,

結 合 帶1:500,

稀 釋 價1:1000,

對
山
羊
血
清

U.氏 法 效 價1:50.000,

結 合 帶1:250,

稀 釋 價1:500,

第8號 家兎

對
牛
血
清

U.氏 法 效 價1:50.000,

結 合 帶1:500,

稀 釋 價1:250,

對
山
羊
血
清

U.氏 法 效 價1:25.000

結 合 帶1:250,

稀 釋 價1:100,

第9號 家兎

對
牛
血
清

U.氏 法 效 價1:10.000,

結 合 帶1:250,

稀 釋 價1:100,

對
山
羊
血
清

U.氏 法 效 價1:10.000,

結 合 帶1:100,

稀 釋 價1:50,
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第
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第18表　 (大量吸収原ヲ以テスル生體内吸収試驗)吸 収率

U....... U.氏 原 法,　 O.......緒 方 氏 稀 釋 沈 降 法

即チU.氏 原法ニ於テハ再注射後牛血清 ニ對スル反應モ常ニ僅ニ減弱シ,山 羊血清 ニ對スル反應ハ前實驗

ニ於ケルヨリ更ニ急激ナル效價 ノ減少ヲ來 シ, 15分 乃至30分 後 ニハ主副反應 ノ比實 ニ(200-250): 1ヲ 示

セリ.而 シテ殘存抗原量モ亦前者ニ比シ遙ニ多量ニ存スルヲ認ム.

稀釋沈降法ニヨル成績 ヲ見 ルニ,主 沈降素 ノ量モ僅ニ減少 シ,副 沈降素 ノ吸収稍々多量ニシテ(最 高吸収

率96%)前 者ニ比 シ比較的特異性 ノ優越セルヲ見ルモ, U.氏 原法ニヨル成績 ノ比ニ非ズ.最 特異的ナリシモ

ノニ於テ尚ホ12:1ヲ 示 スノミ.再 注射後ノ時間的觀察ニ於テハ30分, 1時 間, 3時 間後 ニ副沈降素吸収率

最高ヲ示シ且特異性最顯著ニシテ注射後15分 ニハ尚ホ吸収完全ナラズ,又1日 以後ニハ再ビ特異性ノ減弱

スルヲ認ム.

叙上實驗 ノ成績ヲ総括 スルニ生體内吸収試驗ヲ應用シテ類屬沈降素 ノ吸収ヲ計 り諸種吸収原量ヲ以テ檢

スル時ハ, U.氏 原法ニ於ヲハ假令小量ノ吸収原ヲ以テシテモ沈降素 ノ吸収著明ニシテ既 ニ主副 ノ差異著 シ

ク表ハレ,大 量ノ吸収原ニヨリヲ實ニ特異的ナル血清 ヲ得ラルル如ク觀察セラルルモ,今 稀釋沈降反應法ニ

ヨル沈降素量ノ比較ヲ以テ樵スル時ハ,小 量乃至中等量 ノ吸収原ニ依 リテハ副沈降素 ノ吸収僅微ニシテ
,僅

ニ特異性ヲ増スニ過ギズ.大 量吸収原ニ至 リテ始メテ稍々著明ナルヲ得 タリ.而 シテ副沈降素 ヲ全 ク吸収セ

シメシトスレバ更ニ大量 ノ吸収原ヲ要スベク,假 令之ニ依テ副反應ヲ全ク消滅シ得タリトスルモ,同 時ニ又

主沈降素量ノ減少ハ免 レズ.尚 ホ吸収後ニ於ケルU.氏 原法ニ依ル副反應 ノ效價ガ試瞼管内吸収法ニヨル效

價 ヨリ一般ニ低下シ,即 チ主副反應 ノ比稍々著明 ニ表ハレ同時ニヌ殘存抗原モ多量ニ存スルヲ認メタリ.茲

ニ於テU.氏 原法ニ依ル副反應 ノ效價ハ殘存抗原ニ抑制左右セラルルモノナルガ故 ニ同法 ヲ以テ檢スル時ハ

生體内吸収法ガ試驗管内吸収法ヨリー層特異的ナル沈降素 ヲ賦與 スルガ如 ク思考セラルベシ.
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次ニ再注射後時間的ニ採血 シテ得 タル血清 ニ就キ主副兩沈降反應 ヲ檢スルニ抗體抗原ノ中和ハU.氏 原法

ニ於テハ再注射直後最著明ニシヲ時間 ノ經過 ト共 ニ特異性ハ急速 ニ減弱スルガ如キモ,稀 釋沈降法ヲ以ヲ

スル時ハ再注射後30分 乃至1日 ノ間ニ於ヲ極限ニ達 ジ即チ吸収率最高クシヲ特異性モ亦此時ニ最大ヲ示 シ

時間ノ経過 卜共ニ漸次低減セ リ.

尚 ホ本法ニヨル吸収試驗 ト前述セル生血清使用ニヨル試驗管内吸収法 トヲ比較 スルニ,生 體内吸収法ニ

於ヲハ注射血清量ノ多寡ニ應 ジテ試驗管内吸収法 卜殆 ド同程度ノ特異性 ヲ帶バシムハし事ヲ得,且 血清分離

後 ノ飽和操作ヲ省ク利 アルモ,又 生體内吸収法施行後ニ於テハ採血竝 ニ血清 ノ分離バ一般 ニ容易ナラズ,而

モ本操作ニヨリ溶血現象ヲ起シ易ク分離血清 ノ着色スル事往々アリヲ反應ヲ不明瞭ナラシムルガ故ニ,一

利一失何 レヲ以テ卓越セルモノナ リトモ提唱スル事能ハザルナ リ.

第4章　 総 括 及 ビ 結 論

血清ヲ抗原 トシテ家兎ヲ免疫 シ,依 テ得タル免疫血清ノ示ス類屬反應 ヲ除 カントシテ營 マル

ル生體内或ハ試驗管内吸収法ハ既 ニ遠ク許多ノ先學ニ ヨリテ考究セラレ其業績甚ダ多ク枚擧 ニ

遑ナシト雖モ,多 數ノ其摯ナル研究 モ酬 ヒラルル事尠ク,或 ハ之ヲ是 トシ或ハ之ヲ非 トシテ其

歸-ス ル處 ヲ知 ラザル有様ナ リ.余 ハ茲ニ於テ同ジク偶蹄類 ニ屬 シ互ニ屬ヲ異ニスル牛 卜山羊

トノ血清 ヲ被鑑別材料 トシ,家 兎ヲ免疫動物 トシテ得タル免疫血清ニ就キ,夫 ノ示 ス類屬反應

ノ吸収 ヲ行 ヒ緒方氏稀釋沈降法ニヨル沈降素ノ量的關係 ヨリ觀察 シテ以テ其吸収状態 テ檢 シ,

更ニ免疫血清ノ示 ス特異性 ノ吟味ヲ企テ茲 ニ其間ノ清息 ヲ闡明ナラシムル事ブ得,更 ニ之 ト從

來 ノU.氏 原法 ニヨル成績 トノ比較觀察 テ試 ミ興味アル結果ニ到達スルニ至 レリ.

叙上諸實驗成績 ノ概括ハ各項ニ於テ記述 セル所 ナレバ茲ニ夫等 ノ結果ヲ總括考按 シテ以テ結

論 ニ及バ ントス.

1) U.氏 原法ニヨル實驗成績 ノ總括

生血清使用ニヨル類屬沈降素ノ試驗管内吸収法 ヲ試 ムルニ免疫血清 ノ示 ス效價ノ上下ニ拘 ラ

ズ一般ニ主沈降素ノ影響 セラルル事僅少ニシテ吸牧前後 ニ於テ效價ノ差異テ殆 ド認 メ得ザル場

合多ク,爲 ニ斯 ノ如キ例ノミヲ以テシテハ類屬沈降素ノ吸収 ニヨリテ主沈降素ハ殆 ド影響 セラ

ルル事ナキガ如ク思考スルモ敢テ不都合ナカルべ シ.然 レ共該免疫血清 ノ有 スル稀釋法結合帶

ナル抗原稀釋度ノ高キモノ(第5表,第5圖 参照)ニ ァリテハ假令主沈降素 卜雖 モU.氏 原法ニ

於 ヲ吸収原増加 ト共 ニ效價 ノ低降 スル場合アルガ故ニ一概 ニ主沈降素ノ影響 セラルル事ナシト

ハ決定 スル能ハズ.

次 ニ吸収 ニヨル類屬沈降素ノ示ス效價 ノ變動ヲ見ルニ1免 疫血清ニア リテハ吸収原量増加ス

ル ト共 ニ急激 ニ下降 シ即チ吸収率 ハ頓 ニ増加 シ而 モ其度合ハ吸収原増加ノ割合 卜殆 ド常 ニ一致

セ リ.即 チ吸収原量 ヲ倍加 スル時ハ沈降素價 ハ更 ニ牛減 シ吸収原量ニ比例 シテ效價 ノ低減 ヲ來

セリ,故ニ類屬沈降素ノ吸攻ヲ行 ヒU.氏 原法 ヲ以テ檢 スル時 ハ既 ニ小量 ノ吸収原 ニ依テ如何 ニ
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モ特 異的ナル免疫 血清ヲ得ラレタルガ如ク思考セラル.尚 ホ同一量ノ吸収原 ニヨル諸種免疫血

清ノ示ス吸収後ノ效價ハ吸収前ノ效價 卜全ク無關係ニシテ,時 ニハ逆 ノ變化 ヲ示 スガ如キ矛盾

ヲモ生ジ,免 疫血清 ノ示スU.氏 原法效價 ト吸収原量 トノ間ニハ何等一定 セル關係ナク全然不

,規則 ニシテ抗原,抗 體ノ結合ガ如何 ニ行ハルルモノナリヤ此間ノ關係全ク不明ナ リ.

茲ニ於テ吸収後上清中ニ沈降素 卜共 ニ含有セラルル殘存抗原量 ヲ檢 スルニ,吸 収原量ノ増加

卜共ニ殘存抗原量モ亦増加 シ,而 モ吸収後上清ノ示 スU.氏 原法效價 卜殆 ド一定セル闘係ヲ

保チ即チ常ニ抗原稀釋度ノ1段 或ハ2段 ノ差ヲ以テ表ハレ恰 モ兩者ハ離 スベカラザル關係 ニア

リテ,吸 収後 ノU.氏 原法效價ハ殘存抗原 ニ左右セラレ即チ之ニ抑制 セラレテ效價ノ上下 ヲ來

スモノハ如ク,從 テ沈降素 ハ眞ノ效價ヲ表示スル事能ハズ.是 ヲ以 テ見 レバU.氏 原法 ヲ以 テ

シテハ眞ニ類屬沈降素ノ吸収状態竝ニ吸収後免疫血清ノ特異性 ヲ吟味スル事極 メテ困難 ニシテ

寧口不可能ナリト言ハザルベカラズ.

叙上U.氏 原法ニヨル諸實驗 ノ結果ハ血清粉末使用 ニヨル試驗管内吸収法ニ於テモ容易 ニ認

メラレ,尚 ホ生體内吸収 ヲ應用 シテ類屬沈降素ハ吸収 ヲ行アニ當 リテモ試驗管内吸収法 ニ於 ケ

ル 卜殆 ド同様ハ事實ヲ認 メ唯本法ニ於テハ殘存抗原量稍々多量 ナルガ故ニ試驗管内吸牧法 ニ比

シテ一層特異的ナル免疫血清ヲ得 ラルル如ク思考 セラル.而 シテU.氏 原法 ニヨリテ最特異的

ナル血清ノ得ラルルハ吸収原注射直後ニシテ時日ハ經過 ト共ニ其特異性 ハ低下 セリ.

2)稀 釋沈降法ニヨル實驗成績 ハ總括

稀釋沈降怯ニヨル沈降素ノ量的關係 ヨリ類屬沈降素ノ吸収状態 ヲ觀察スルニ,類 屬沈峰素ノ

吸収 ニヨリテ主沈降素モ亦常 ニ影響セラレ效價 ノ漸次下降 スルヲ認 メ,當 該沈降素ハ吸収原増

加 ト共ニ次第ニ減少スルテU.氏 原法 ノ示 ス如ク急激 ナル變化ヲ示サズ,且 又吸収原増加 ノ割

合 ニ一致スルレガ如キ事ナシ.從 テ吸収後免疫血清 ノ特異性 ハ決 シテU.氏 原法 ノ示 ス如ク著明

ナルモハニァラズ. 1免 疫血清ニ於テ吸収 ニヨル當該沈降素減少ノ度ハ吸収原増加ノソレニ比

シヲ寧口低下スルヲ認ム.而 シテ吸収後 ノ沈降素量 ハ吸収前ノソレ卜常ニ一定ハ關係ヲ保 チ,

即チ結合帶ヲ同 ジウスル免疫血清ニアリテハ或吸収原量ニ依ル吸収沈降素量 ハ吸収前沈降素量

大ナルモハ程多ク,小 ナルモノ程少シ.尚 ホ且1免 疫血清ニ於テハ或吸収原量 ニ對 シ之 卜結合

シ得ル沈降素ノ量バ一定 セルモハニシテ該免疫 血清ハ稀釋 ヲ行 フ時ハ其稀釋 ノ割合ニ應 ジテ吸

収沈降素量モ亦減少 スルモノナ リ.換 言スレバ1発 疫血清ニ於 テ一定吸収原量 トノ結合率即チ

吸収率ハ一定セルモノニシヲ該免疫血清ヲ如何ニ稀釋スルモ其吸収率ニ變化 ヲ來 ス事ナシ.

次 ニ免疫血清ハ有スル結合帶ガ類屬沈降素ノ吸収ニ際 シテ如何ナル關係 ヲ有スルモノナ リヤ

ヲ見ルニ結合帶 ニ於ケル抗原稀釋度 ノ大 ナルモノ程小量ノ吸収原ニ依 リテ多量ノ沈降素 ガ中和

セラレ且主副反應 ノ比ハ大ナ リ.即 チ吸収後免疫血清ノ特異性ハ高 シ.故 ニ結合帶 ニ於ケルレ抗

原稀釋度ノ小ナルモノニ於テハ類屬沈降素吸収 ノ爲 ニ多量 ノ吸収原ヲ要 スべク,從 テ主沈降素

ノ減 少モ僅少ナラズ.茲 ニ於 テ類屬沈降素ノ吸収 ヲ行 ヒテ特異性沈降素ヲ得 ントスルニ當 リ,
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カカル免疫血清ノ使ム用ハ不適當ナ リト言ハザルジベカラズ.

尚ホ稀釋沈降反應法ニ於 テハ如何ナル場合 卜雖 モ吸収後上清中ニ含有 セラルルレ殘存抗原 ニ依

リテ影響セラルル事ナク,假 令U.氏 原法 ガ殘存抗原 ニ抑 制セラレテ沈降素ノ存在ヲ證明 シ得

ザル場合 ト雖モ稀釋逸降法ニ於テハ常ニ之ヲ證明 シ沈降素ノ吸収状態ヲ明確ニスル事ヲ得ルモ

ノナ リ.尚 ホ血清粉末使用 ニ依ル吸収試驗 ニ於テモ同様 ノ事實ヲ認 ム.唯 血清粉末使用 ノ際 ハ

生血清使用ノ場合 ヨリモ特異性一般 ニ高ク,且 免疫血清 ノ稀釋 セラルル事ナキガ故ニ吸収 ニ向

テハ一層好適ニシテ良結果 ヲ得 ラルルモノナ リト信ズ.

又生體内吸収法ニ於テモ試驗管内吸収法ニ於ケル ト殆 ド同様ニシテ,本 法 ニ於 テハ小量乃至

中等量 ノ吸収原ニヨリテハ沈降素ノ吸収僅微ニシテ即 チ吸収率低 ク僅 ニ免疫血清ノ特異性ヲ増

スニ過 ギザルモ,大 量吸収原ニヨリテハ特異性稍々著明ナル血清ヲ得 ラルルモノナ リ.而 シテ

抗原再注射後30分 乃至1日 ノ間ニ於テ沈降素 ノ吸収極限ニ達 シ特異性モ亦此時ニ最大ヲ示 シ

時間ノ經過 ト共ニ漸次低減セリ.

是ヲ以テ觀 レバ類屬沈降素ノ吸収 ヲ行 ヒ其吸収状態 ヲ檢 シ,且 免疫血清 ノ特異性 ケ吟味スル

ニ當 リテハ常ニ稀釋沈降法ニ依ル眞ハ沈降素 ノ量的關係 ヨリ之 ヲ檢索 スルニアラザ レバ決 シテ

此間ノ溝息 ヲ詳 ニシ得ルモノニァラズ.

結 論

1)生 血清或 ハ血清粉末使用 ニ依ル試驗管内吸牧法竝ニ生體内吸収法 ヲ應用 シテ類屬沈降素

ノ吸収 ヲ行フニ當 リ主沈降素モ亦常ニ影響セラレテ效價 ノ低減 ヲ示 スモノナリ.

2)類 屬沈降素吸収 ニ當 リ當該沈降素ノ量ハ吸収原量増加スルレト共 ニ次第 ニ減少ス,即 チ其

吸収率ハ吸収原 ノ増量 ト共ニ増加ス.然 レ共決 シテU.氏 原法 ニ見ルガ如ク吸收原量増加ノ割

合 ニ一致 シテ急激 ニ效價 ノ低減,吸 収率ノ増強ヲ來スガ如 キ事ナシ.

3)1免 疫血清ニ於テハ或吸収原量 ニ對 シ之 卜結 合 シ得ル沈降素量バ一定 セルモノニシテ該

免疫血清ノ稀釋 フ時ハ其稀釋 ノ割合ニ應 ジテ吸収沈降素量モ亦減少スルモノナ リ.換 言 スレパ

1免 疫 血清ニ於テ一定吸收原 量 ト結合 シ得ル結合率即ヂ吸収率 バ一定セルモノニシテ該免疫血

清ヲ如何ニ稀釋 スルモ其吸収率ニ變化ヲ來 スコ トナシ.

4)結 合帶ヲ同ジウスル免疫血清 ニァリテハ或吸収原量ニヨル吸収沈降素量ハ吸収 前沈降素

量大ナルレモノ程多ク,小 ナルモノ程少 シ,次 ニ結合帶 ヲ異 ニスル免疫血清ニァリテハ結合帶ニ

於ケル抗原稀釋度ノ大 ナルモノ程,少 量 ハ吸収原 ニ依 リテ多量 ノ沈降素ガ中和 セラ レ,即 チ少

量吸敢原 ニヨル吸収率比較的高ク且主副反應 ハ比 ハ大ナ リ.即 チ吸収後免疫血清ノ特異性 ハ常

ニ高 シ.

5)吸 収後血清 ノ示 スU.氏 原法效價ハ常ニ吸収 ニ關與セザ リシ沈降素 卜共ニ含有セラルル

殘存抗原 ニ抑制左右セラルルガ故ニ,類 屬沈降 ノ吸収状態乃至ハ吸収後免疫 血清 ノ示ス特異性
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ク吟 味 ニ向 テが本法 ハ全 ク不 適當 ナルレモノナ リ.

6)稀 釋 沈降 法ニ於 テハ殘 存抗 原 ニ影響 セラルル ガ如 キ事 ナ シ.

7)血 清粉末使用 ニヨル類屬沈降素 ノ吸収 ニ於テハ生血清使用 ノ場 合ヨリモ吸收後免疫 呼清

ノ特異性バ一般 ニ高ク表ハレ且免疫血清ノ稀釋 セラルル事ナキガ故ニ吸收ニ向テハ一暦好適ニ

シ テ良結果 ヲ得 ラルルレモ ノナ リ.

8)生 體 内吸收 ニ於 テハ大 量 ハ抗原 再注射 ニ依 リテ稍 々著 明 ナル特 異性 ヲ得,而 シテ抗 卑再

注射後30分 乃至1日 ノ間 ニ於 テ吸 收率 最高 ニ達 シ,特 異性 モ亦此時 ニ最 大 ヲ示 シ時 日 ノ經 過 卜

共 ニ漸次低減 スルモ ノナ リ.

9)類 屬 沈降 素ノ吸 収 ヲ行 ヒ,其 吸 收状態 ヲ檢 シ,且 免疫 血清 ノ特 異性 ヲ吟味 スル ニ當 リテ

バ常ニ稀釋 沈降法 ニヨ リテ沈 降素 ノ量的關係 ヨリ之 ヲ檢索 スル ニ非 ザ レバ決 シテ此 間 ノ消息 ヲ

詳 ニシ得ル モノニアラズ.

擱筆スルニ當 リ終始御懇篤ナル御指導 ト御校閲ヲ賜リタル恩師緒方教授ニ衷心感謝 ノ意ヲ表ス.

(6. 9. 17.受 稿)
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612. 1

Kurze Inhaldsangabe. 

Untersuchungen Uber die Absorption des Prazipitins

 durch Partialantigene.

Von

Dr. Sumikazu Saeki.

Aus dem hygienischen Institut der Med. Universitat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata.)

Eingegangen am 17. September 1931.

Zum Zweck der Beseitigung der Gruppenreaktion wurde von verschiedenen Autoren 

die Absattigungsmethode in vivo and in vitro angewandt, leider wurde jedoch kein uber

einstimmendes Ergebnis erzielt.

Der Referent immunisierte ein Kaninchen mit Rinderserum und bestimmte den 

Prazipitinwert nach der Antigenverdunnungsmethode von Uhlenhuth und nach der 

Immunserumverdunnungsmethode unseres Instituts.

Das Antirinderprazipitin reagiert sowohl auf Rinderserum als auch Ziegenserum nach 

beiden Bestimmungsmethoden. Nach Absattigung mit Partialantigen (Ziegenserum) 

verhielt sich das Immunserum in Bezug auf Spezifitat durch zugesetzte Antigenmenge 

oder nach der Bestimmungsmethode des Prazipitins wie folgt:

1) Das hoch immunisierte Antirinderserum des Kaninchens reagierte nach der Anti

genverdunnungsmethode oft in gleicher Weise auf Rinderserum und auf Ziegenserum.
2) Nach Absattigung mit Ziegenserum zeigte die Reaktion des Abgussserums auf 

beide Antigensera nach der Bestimmungsmethode einen grossen Unterschied.

a) Nach der Uhlenhuth'sche Methode.

Durch Zusatz von Partialantigen wurde das Abgussserum bedeutend spezifisch, 

weil die Reagierbarkeit auf Partialantigene stark vermindert wird, wahrend sie fur 

Hauptantigen ganz unverandert bleibt. Nach grossen Mengen von Antigenzusatz 

wurde die Reaktion fur Hauptantigen zuerst schwacher und dabei verschwand nahezu 

die Reaktion auf Partialantigen.

b) Nach der Antikorperverdunnungsmethode ist es ganz anders, weil durch 

Absattigung mit Partialantigen die Partialprazipitine allmahlich vermindern.

Dabei wird auch durch das Partialantigen das spezifische Prazipitin absorbiert 

und der Verminderungsgrad geht parallel mit dem Partialantigenschwuud. Deswegen 

wird durch Absattigung mit Partialantigen die Spezifitat etwas verstarkt, aber nicht so 

stark wie bei der Antigenverdunnungsmethode, genuines Serum (2:1): Abgussserum 

(4:1).
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3) Diese Abweichung vom Resultat wird durch zuruckbleibendes Antigen erklart, 
weil nach Absattigung Antigen im Abgussserum verbleibt und diesel Antigen spielt bei 
der Antigenverdunnungsmethode eine grosse Rolle in der Reaktion. Es ist bemerkbar, 
dass durch Verdunnung des Abgusses die Reaktion auf Partialantigene wieder auftritt, 
weil das koordinierte Antigen dadurch auch verdunnt wird.

4) Bei der Absattigung mit dem Serumpulver zeigt sich die Spezifitat des Immun
serums im allgemeinen hoher als mit dem ursprunglichen flussigen Serum.

5) Die Absattigung in vivo wird so angestellt, dass dem Immunkaninchen nach 
Antigeninjektion (Partialantigen) von Zeit zu Zeit das Blut entnommen wird, wobei die 
Prazipitinreaktion nach beiden Methoden gepruft wird. Dabei ist die Resultat ungefahr 
wie bei Absattigung in vitro. Sofort nach Absattigung wird das Serum stark spezifisch 
nacb der Uhleuhuth'schen Methode. Nach Verdunnuno-smethode ist these Erscheinung 
nicht so stark und es werden such beide Prazipitine vermindert. Die Spezifitat erreicht 
in 24 Stunden das Maximum und wird allmablich zugleich mit der Antikorperbildung 
wieder vermindert. (Autoreferat.)
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